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さ゜月が
ん父 lわ
゜・日・

8
月
25日
⑪
に
、
南
平
小
学
校
冷
静
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ

校
庭
で
日
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
う
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
一
人
ひ

行

い

ま

す

。

と

り

の

防

災

行

動

力

を

高

め

て

い

こ
の
訓
練
は
、
立
川
断
層
を
震
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
•

も
の
で
す
。

0
の
地
震
を
想
定
し
、
地
震
時
に
市
で
は
、
災
害
時
に
的
確
な
情

報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
る

防
災
情
袈
セ
ン
タ

ー
を
始
め
、
災
害

時
に
備
え
防
災
施

策
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
II

ぃ

ざ
II

と
い
う
時
に

何
よ
り
も
大
切
な

の
は
、
皆
さ
ん
の

落
ち
着
い
た
行
動

と
協
力
で
す
。

不
意
の
災
害
に

慌
て
な
い
よ
う

に
、
家
庭
内
で
の

至京王
八

防
災
対
策
を
話
し
合
い
、
冷
静
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
日
こ
ろ
か
ら

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
消
火
器
の
使
い

方
や
応
急
救
護
方
法
な
ど
を
学
ん

で
い
た
だ
き
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

総
合
防
災
訓
練
を

25
日
に
実
施

災
害
時
に
備
え
て
体
験
参
加
を

戦後51年

きょうは 終戦の日
～正午に平和を祈る黙と

▲いつまでも笑顔の絶えない明るい末来を

うを～

き
ょ
う
8
月
15日
困
は
、

51年
目
の
終
戦
の
日
で
す
。
戦
争

に
よ
る
儀
牲
者
を
慰
霊
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、

正
午
か
ら
1
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇

 

今
か
ら
51年
前
の
き
ょ
う
‘
ー
し
ま
し
た
。
戦
後
51
年
が
経
過
し
、

9
4
5年
（
昭
和
20年）

8
月
15

当
時
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
持
つ

日
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
方
が
少
数
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
戦
争
に
よ
る
傷
跡
は
今
な

お
人
々
を
苦
し
め
続
け
て
い
ま

す
。
戦
争
は
、
決
し
て
歴
史
の
遺

物
で
は
な
い
の
で
す
。

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
大
半
と

な
っ
た
今
日
で
も
、
私
た
ち
は
あ

の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
平
和
へ
の
道
し
る

べ
と
し
て
後
世
へ
語
り
継
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

き
ょ
う
の
終
戦
の
日
を
機
会

に
、
一
人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
「
平

和
」
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
戦
争
の
惨
禍

を
一
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
人
の
命
の
貴
さ
に
つ
い
て
問

い
直
し
、
家
族
や
友
人
と
共
に
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
総
務
部
庶
務
課
）

広
報
今
号
4
面
で
は
、
き
ょ
う

の
終
戦
の
日
に
ち
な
み
、
市
民

の
戦
争
体
験
談
な
ど
を
つ
づ
っ
た

「
一
枚
の
は
が
き
・
わ
た
し
の
戦

争
体
験
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
平

和
を
市
民

一
人
ひ
と
り
の
課
題
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
核
実
験
に
抗
議
'
’
’

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

…
抗
議
文
を
大
使
館
に
送
付

一9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

日
野
市
で
は
、
中
国
が
7
月
29

切
の
核
実
験
を
中
止
す
る
よ
う
要

日
に
行
っ
た
核
実
験
に
対
し
、
「
核
請
す
る
」
旨
の
抗
議
文
を
、

7
月

実
験
を
強
行
し
た
こ
と
に
強
く
抗

31日
に
中
国
大
使
館
へ
送
付
し
ま

議
し
、
一
刻
も
早
く
包
括
的
核
実
し
た
。

験
禁
止
条
約
の
締
結
と
、
今
後
一
（
総
務
部
庶
務
課
）
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は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

気
睡
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
25日
回
午
前
10時

ー
正
午
（
雨
天
及
び
校
庭
の
状
況

に
よ
っ
て
は
中
止
）

▽
中
央
会
場
1
1
南
平
小
学
校
校
庭

（
案
内
図
参
照
）

▽
訓
練
内
容
1
1
①
出
火
防
止
及
び

身
体
防
護
訓
練

②
避
難
訓
練

③
初
期
消
火
訓
練

④
応
急
救
護
訓
練

⑤
生
活
関
連
施
設
の
応
急
復
旧
訓

練⑤
救
出
・
救
助
訓
練

⑦
医
療
救
護
訓
練

⑧
中
央
会
場
に
お
け
る
起
震
車
体

験
訓
練
・
煙
体
験
訓
練

⑨
炊
き
出
し
訓
練

▽
実
施
（
参
加
）
機
関
1
1
日
野
市
、

地
元
自
治
会
、
日
野
消
防
署
、
日
野

市
消
防
団
、
日
野
蓄
察
署
、
日
野
保

健
所
、
日
野
市
医
師
会
、
東
京
電
力

唸
東
京
ガ
ス
卸
、

N
T
T
卸
、
日

野
市
赤
士
子
奉
仕
団
、
日
野
市
建

設
協
和
会
、
日
野
市
管
工
事
組
合

今
号
の
主
な
内
容

2
面
…
心
身
障
害
者
に
医
療
費

助
成
と
手
当
の
支
給

3
面
・
・
福
祉
機
器
展
示
会
と
福

祉
総
合
相
談
会
を
開
催

4
面
…
一
枚
の
は
が
き
・
わ
た

本
紙

4
面
で
平
和
を

訴
え
る
手
記
を
掲
載

同

報

無

線

で

避

難

訓

練

訓
練
当
日

(
8月
25日
）
に
、

同
報
無
綜
（
屋
外
拡
声
器
）
を
使

用
し
て
避
難
訓
練
の
開
始
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
午
前
9
時
55分
の
「
災

害
発
生
合
図
．
避
難
誘
導
」
の
放

送
は
、
南
平
一
丁
目
ー
五
丁
目
地

域
に
設
置
し
て
あ
る
同
報
無
線
に

限
定
し
て
行
い
ま
す
。

「
災
害
発
生
合
図
の
放
送
」
に

は
必
ず
最
初
に
「
訓
練
」
と
い
う

言
葉
が
入
り
ま
す
。
混
乱
の
無
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
安
全
防
災
課
6
内

線

746
し
の
戦
争
体
験

5
面
…
粗
大
こ
み
の
収
集
・
処

理
が
品
目
別
料
金
に

6
面
…
菊
苗
の
無
料
配
布

7
面
…
自
然
体
験
広
場
で
子
ど

も
映
画
会
ほ
か
を
開
催

8
面
…
み
ん
な
の
メ
モ
帳

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

9
l

虞
申
鴫
臨
臨
識
し
睾
し
金
参
ぅ
゜

醤
豆
書
づ
い
て

――
 

現
在
、
病
原
性
大
腸
菌
o
l

食
材
は
新
鮮
な
も
の
を
選
び
、

を
隠
よ
る
食
中
毒
が
各
地
に
発
中
心
部
分
ま
で
よ
く
加
熱
し
ま
日
野
保
健
所
で
は
、
健
康
相

――
 ―

―

防

生

し

、

死

亡

者

や

重

誓

が

出

し

ょ

う

談

を

行

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

結

て
い
ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め
●
調
理
し
た
食
品
は
、
早
め
に
果
、

0ー

157の
検
査
が
必
要
と

―
―
予
に
、
次
の
こ
と
に
心
掛
望
し
食
べ
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
は
過
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
毎

ょ

う

。

信

を

せ

ず

、

湿

度

管

理

と

清

潔

週

月

曜

・

火

曜

日

に

実

施

し

ま

――
 

を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
す
。
検
査
料
は
無
料
で
す
。

の

●
井
戸
水
や
受
水
槽
の
水
は
定
以
上
、
詳
し
く
は
日
野
保
健

―-
7

家
庭
で
で

il法

"＂

5

.手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
期
的
に
点
検
を
受
け
、
安
全
の
所

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)
へ
問
い
，
＇

＿―
 

-
E
1

食
事
前
、
帰
宅
後
、
用
便
の
後
な
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
合
わ
せ
＜
誓
い
。
―
―

ど
は
石
け
ん
を
使
い
、
流
水
で
●
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、
野
外
活
予
防
対
策
本
部
―
―

-

＿
一
腸

て
い
ね
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
動
に
お
い
て
も
、
十
分
に
注
意

＝

大

一

-l

性

●

調

理

す

る

と

き

は

、

ま

な

板

、

し

て

＜

誓

い

を

設

置

7

病
原
性
大
腸
菌
0ー

157の
感
一
一

ま

五

0

雰

し
ぃ

虞

？
た
ら
染
を
防
ぎ
、
市
民
の
生
活
を
守
―
―

ぃ

―

―

病

包

丁

な

ど

の

調

理

器

具

、

食

器

類
も
十
分
に
洗
い
、
使
用
後
は

誓
な
ど
で
よ
く
酒
毒
を
し
ま

0ー

157は
感
染
す
る
と
、
腹
る
た
め
に
、
市
長
を
本
部
長
と

g

――
 

＿―

し

―-
T

5
0
1
5
1
5
7

は
、7
5
度
で1分
以
[
〗
"
ぃ
[
0闘
8
9且＂
汀
~

I
I
 

!
 

上
加
熱
す
る
と
死
滅
し
ま
す
。
い
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
（
健
康
課
）
~
~
紙

――
 

」一

生再

•... 
1
1

日
1
”
I
I
五
五
i
1
1
且
i
h
1
1
月
~
~
1
1
五
琵
＂
＂
五
”
t
i
"
＂
目
~
i
1
1
月
五
＂
＂
目
”
"
"
且
~
~
1
1
月
3
1
1

昔

i
h
"
＂
目
五
＂
＂
目
[
1
1

廿

[
1
1
月
5
1
1
月
3
1
1
月

i
`

笞
~1
1
月
i
i
1
1
月
i
i
1
1
月
i
i
1
1

昔

~
~
1
1
月
i
i
I
I昔

i
i
1
1
昔

i
i
1
1昔
註
＂
昔

i
i
1
1
”
月
1
1

昔

-
-
I
I
E
E
-
1
1
月
=

た

よ
く
見
掛
け
ら
れ
、
毘
虫
な
ど
を
え
さ
と
＝

し

―

―

＿

一

用

し
て
い
ま
す
。
街
路
樹
や
ビ
ル
の
看
板
な
ば

IJ

ど
で
、
集
団
で
ね
ぐ
ら
を
と
る
そ
う
で
す
°
―
―

を

勺

――
 

ン

地

上

性

で

、

交

互

歩

行

で

よ

く

歩

き

、

i;
――

古

出

ド

チ

野

歯

る

と

下

半

身

を

上

下

に

ゆ

す

り

ま

＂

＂

ヽ

――
 

-l-ツ

日

す

。

こ

の

写

真

の

ハ

ク

セ

キ

レ

イ

は

ま

だ

i

＿
匹

幼
鳥
の
よ
う
で
、
全
体
的
に
灰
色
っ
ぽ
い
血

ひ

｀
 

オ

n

魯
し
て
お
り
、
よ
く
目
を
凝
ら
さ
な
い
―
―

報

＿―
 

――

丸：

ウ
・
ー
と
川
原
の
小
石
と
紛
れ
て
分
か
ら
な
い
ほ

i
-

ど
で
し
た
。
長
い
尾
を
上
下
に
ふ
り
な
が
~
~

ら
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
動
き
ま
わ
り
、
小
石
―
―

――
 

の
下
な
ど
を
つ
っ
つ
い
て
え
さ
を
取
っ
て
[
[

血~
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
い
ま
し
た

。

:

――
 

一
一
夏
の
日
射
し
が
キ
ラ
キ
ラ
と反射
す
る
＂ 9

,

隠
；
こ
~
冥
．
な
§

／
ン ・

事

―-

裔
す
れ
す
れ
に
、
ヒ
ラ
リ
ヒ
ラ
リ
と
何

．人"

`

-
l
 

iiかが
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

を5

―-

l-（写真）
で
す
。
”
チ
チ
ッ
チ
チ
ッ
＂
と
か

9-―
 

い
わ
い
ら
し
い
声
で
鳴
い
て
、
川
原
へ
降
り

没」．

“

}

5

――
 i

i

ま
し
た
。

―-

―
―
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
全
長
約
21i託
。
顔
．

t

寃
{
、

~
叩
が
白
く
、
く
っ
き
り
と
し
た
黒
い
過
眼
線

[
5
.ぐ
:
9
:

.
――
 

＝
が
特
徴
で
す
。
夏
羽
は
、
頭
部
と
胸
部
の

〗
瓢
鬱
＾
’

>｀

――
 

――
 

l

一

闘

鱈

戸

鰭

て

す

が

、

”

冨

疇

｀

，

i-―
-

―
―
川
原
や
細
い
流
れ
、
湿
っ
た
畑
な
ど
で

言

ぷ

謳
E没
t

二
□響
，

へ謀
，‘

．．
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1996年（平成8年）8月15日

第901号 て°‘ (2) 

市役所
代表電話

霊85-1111

都
民
の
日
を
記
念
し
て
、
こ
と

し
も
お
な
じ
み
の
カ
ッ
パ
の
バ
ッ

ジ
（
別
図
デ
ザ
イ
ン
）
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
収
益
金
は
、

10月
を
中
心

に
行
わ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
東
京
ま

つ
り
」
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

バ
ッ
ジ
購
入
者
に
は
、
様
々
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。
都
民
の
日
を

き
っ
か
け
に
、
ふ
る
さ
と
東
京
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

10月1日は都民の日

カッパの

パッジを

販売／

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に
、
医

療
費
の
助
成
や
手
当
を
支
給
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
次
の
制
度
の

要
件
等
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
市

役
所
2
階
社
会
福
祉
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
受
給
し
て
い
る
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保

険
（
国
民
健
康
保
険
・
社
会
保
険

な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

③
平
成
7
年
中
の
所
得
が
所
得
制

限
額
（
別
表
）
以
内
※
20歳
未
満

の
方
は
世
帯
主
、

20歳
以
上
の
方

は
本
人
の
所
得
で
判
定

④
児
童
福
祉
施
設
、
精
神
薄
弱
者

援
護
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

▽
申
請
に
必
要
な
書
類
11
①
印
鑑

②
健
康
保
険
証
③
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

※
既
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
平
成
7
年
中
の
所
得
が
制
限
額

甲
障
害
児
福
祉
手
当

▽
対
象
者
1120歳
未
満
で
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
、

愛
の
手
帳

1
度
程
度
）
※
施
設
入

所
者
と
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る

公
的
年
金
の
受
給
者
は
除
く

▽
手
当
月
額
1
1
1万
4
千
270円

▽
支
給
方
法
11特
別
障
害
者
手
当

と
同
じ

今
月
の
主
な
野
菜
は
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ
ほ
か
の
新

鮮
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
ど
う
ぞ
、

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
8月
31日
出
①

午
前
10時
ー
正
午
と
午
後
1
時
ー

4
時
：
・
多
摩
平
第
七
公
園

②
午

※
両
手
当
共
、
本
人
・
扶
養
義
務

者
等
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

心
身
障
害
者
（
児
）

福

祉

手

当

対
象
者
と
手
当
月
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2
級、

愛
の
手
帳
ー
、

2
、
3
度
、
進
行

性
筋
萎
縮
（
い
し
ゅ
く
）
症
、
脳
性

ま
ひ
・
・
・
都
制
度
の
方

1
万
5
千
500

地
元
野
菜
即
売
会
と

8
月
31
日
に
『
+
曜
●
』

前
10時
ー
正
午
と
午
後
3
時
ー
4

時
：
東
京
南
農
協
七
生
支
店

▽
問
合
せ
先
11東
京
南
農
協
日
野

支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同

農
協
七
生
支
店

(
6
9
1
.
2
0
1

2
)
／
市
産
業
振
興
課
6
内
線
205

分
に
な
り
ま
す
。

も
し
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
が
契

約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
最
寄

り
の
掴
害
保
険
会
社
、
バ
イ
ク
等

販
売
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
農
協
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11市
民
税
課
6
内
線

H
.
1
2
 

日

野

消

防

署

主

催

東
光
寺
小
で
「
救
急
の
つ
ど
い
」
と

「
普
通
救
命
講
習
」
を
開
催

▽
日
時
1
1
9月
8
日
佃
午
前
9
時

ー
午
後

0
時
30分

▽
会
場
11東
光
寺
小

▽
内
容
11救
急
の
つ
ど
い
…
医
師

に
よ
る
講
演
会
、
救
急
相
談
、
応
急

手
当
て
体
験
ほ
か
／
普
遥
救
命
講

習
…
心
肺
そ
生
法
・
止
血
法
講
習

ほ
か
。
修
了
し
た
方
に
は
「
救
命

技
能
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す

▽
費
用
11普
通
救
命
講
習
の
み
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

▽
申
込
み
11普
涌
救
命
講
習
の
み

8
月
26日
⑪
ま
で
に
写
真

（
脱
帽

・
無
背
景
で
縦
3
吐
／
X
横
2
.
4

竺
1
枚
を
日
野
消
防
署
ま
た
は

多
摩
平
・
高
幡
両
出
張
所
へ
持
参

※
救
急
の
つ
ど
い
は
直
接
会
場
へ

▽
問
合
せ
先
11
同
消
防
署
警
防
課

救
急
係

(
6
8
1
.
0
1
1
9
)

以
内
の
方
に
は
、
新
し
い
受
給
者

証
を
9
月
1
日
⑭
ま
で
に
お
送
り

し
ま
す
。
受
給
者
の
方
で
、
健
康

保
険
証
、
住
所
等
が
変
わ
っ
た
場

合
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者

手

当

等

国
の
制
度
と
し
て
、
重
度
の
障

害
を
持
つ
方
に
次
の
よ
う
な
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

心
身
障
害
者

医

療

費

助

成

図

特

別

障

害

者

手

当

東

京

都

で

は

、

重

度

の

心

身

障

▽

対

象

者

1120歳
以
上
で
、
精
神

害
者
の
方
の
医
療
費
負

担

を

軽

減

ま

た

は

身

体

に

重

度

の

障

害

が

あ

す
る
た
め
、
医
療
費
の

助

成

を

行

る

た

め

日

常

生

活

に

お

い

て

常

時

っ

て

い

ま

す

。

該

当

す

る

方

は

、

特

別

の

介

護

を

必

要

と

す

る

状

態

申

請

し

て

「

＠

心

身

障

害

者

医

療

に

あ

る

方

（

身

体

障

害

者

手

帳

1
、

費
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て

2
級
程
度
、
愛
の
手
帳
ー
、

2
度
程

く

だ

さ

い

。

度

の

障

害

が

重

複

し

て

い

る

）

▽
対
象
者
11
次

の

要

件

の

す

べ

て

※

施

設

入

所

者

と

3
カ
月
以
上
入

に

該

当

す

る

方

院

し

て

い

る

方

は

除

く

①
身
体
障
害
者
手
帳

1
、
2
級

▽

手

当

月

額

1
1
2万
6
千
230円

蓄
視
庁
で
は
「
ゆ
く
え
不
明
の

（

心

臓

・

腎

臓

・

呼

吸

器

・

ぽ

う

▽

支

給

方

法

11
申

請

の

翌

月

分

か

人

を

さ

が

す

相

談

所

」

を

次

の

と

こ
う
機
能
障
害
は
3
級

も

含

む

）

ら

5
月
・

8
月
・

11月
・

2
月

に

お

り

開

設

し

ま

す

。

ま
た
は
愛
の
手
帳
l
、
2
度

所

得

制

限

額

表

（

控

除

後

）

口

座

振

り

込

み

皆

さ

ん

の

家

族

や

知

り

合

い

の

多

▽
販
売
期
間
贔
翡
日
佃

ま

で

万

一

の

事

故

に

備

え

て

自

賠

責

保

険

へ

の

加

入

を

▽
販
売
場
所
11市
役
所

1
階
市
民

相
談
窓
口
、
七
生
・
多
摩
平
両
支

9
月
1
日
⑪
か
ら
30日
囲
ま
で

所
、
宝
く
じ
売
り
場
、
百
貨
店
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
を

▽
主
な
特
典
11①
プ
ロ
野
球
（
ヤ
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行

ク
ル
ト
・
横
浜
戦
）
に
千
人
を
招
わ
れ
ま
す
。

待

②
都
営
交
通

1
日
乗
車
券
を
バ
イ
ク
に
は
自
賠
責
保
険
（
共

500人
に
贈
呈

③
10月
1
日
バ
ッ
済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

ジ
羞
用
者
は
入
場
無
料
…
サ
ン
シ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
250cc以

ャ
イ
ン
60展
望
台
、
多
摩
テ
ッ
ク
、
下
の
バ
イ
ク
は
申
検
制
度
が
な
い

後
楽
園
遊
園
地
ほ
か
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
（
共

※
詳
細
は
バ
ッ
ジ
に
添
付
し
て
あ
済
）
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち

る
チ
ラ
シ
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

で
す
。

▽
価
格
11単
品
（
白
）
…
200円
、
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ

5

色
セ
ッ
ト
（
白
・
赤
・
黄
•
青
て
油
断
は
禁
物
、
死
傷
事
故
で
も

・
緑
）
…
800円
起

こ

し

た

ら

大

変

で

す

。

無

保

険

▽
問
合
せ
先
11都
民
の
日
記
念
行
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
で
走
行
す
る

事
実
行
委
員
会

(
6
0
3
.
3
3
4

と
6
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

3
.
3
5
5
0
)
／
市
広
報
課
6

5

万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違

内
線
422

反
点
数

6
点
と
な
り
免
許
停
止
処

5,993,000円

6,373、000円

6,753,000円

7 I 133,000円

7,513,000円

g
 

►
大
盛
況
の
「
土
曜
市
」

方
で
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
所

で
は
全
国
各
地
に
お
け
る
身
元
の

分
か
ら
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い

る
方
の
写
真
や
持
ち
物
な
ど
の
資

料
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
に
お
出
掛
け
の
際

に
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
方
の

写
真
や
血
液
型
、
歯
の
治
療
状
況

等
、
本
人
を
特
定
す
る
た
め
の
資

料
を
で
き
る
だ
け
多
く
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
11
9
月
1
日
佃
ー
30日
回

午
前
9
時
ー
午
後
5
時
30分

▽
会
場
11警
視
庁
本
部
庁
舎

1
階

身
元
不
明
相
談
室

(
6
0
3
.
3
5

8
1
.
4
3
2
1
内
線
3
5
3

3
2
)
／
警
視
庁
浅
草
警
察
署
観

音
前
交
番

(
6
0
3
.
3
8
7
1
.

0
1
1
0内
線
412)
※
こ
の
ほ
か

各
警
察
署
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す

▽
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署
刑
事

課

(6
8
6
.
0
1
1
0内
綜

287)

ゆ
く
え
不
明
の

す
相
談
所
を
開
設

▽
日
時
11毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土

曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
※
売
り
切

れ
次
第
終
了

▽
会
場
11多
摩
平
団
地
内
中
央
マ

ー
ケ
ッ
ト
（
回
転
市
場
隣
）

▽
問
合
せ
先
11東
京
南
農
協
日
野

支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)

地
元
野
菜
即
売
会

円
、
市
制
度
の
方
1
万
2
千
円
②

身
体
障
害
者
手
帳
3
、
4
級
、
愛

の
手
帳

4
度

．．．
 
8
千
円
③
難
病

（
都
か
ら
医
療
券
ま
た
は
⑲
受
給

者
証
を
受
け
て
い
る
方
）
・
・
・

1
万

円※
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

以
上
い
ず
れ
も
▽
申
請
・
問
合

せ
先
11社
会
福
祉
課
6
内
線
229

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
、

乗
客
の
救
出
・
救
護
と
早
期
復
旧

を
目
的
に
、
地
震
総
合
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
医
療
物
資
輸
送
活
動
も

行
う
た
め
、
騒
音
等
に
よ
り
、
問

辺
の
皆
さ
ん
に
は
こ
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
こ
理
解
と
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
1
日
⑪
午
前
9
時

30分
こ
ろ
＼
午
後

3
時
こ
ろ

▽
会
場
1
1
J
R豊
田
電
車
区
（
東

平
山

3
の
24
の
1
)

▽
問
合
せ
先
11東
日
本
旅
客
鉄
道

枕
東
京
地
域
本
社
総
務
部
安
全
対

策
室
防
災
係

(6
0
3
.
5
6
9
2

.
6
0
5
5
)
 

¢
滋
喜

▽
16
日
11
日
野
市
青
少
年
問
題
協

議
会
（
庁
内
会
議
室
）
を
主
宰
▽

18日
11東
京
都
市
長
会
役
貴
会
議

（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽
23

日
11南
多
摩
東
部
共
立
病
院
組
合

議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
▽

24日
11
日
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開

局
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
（
八
王
子
市

内
）
に
祝
辞
▽

25日
11道
路
整
備

促
進
期
成
会
同
盟
会
東
京
都
協
議

会
総
会
、
閲
東
京
市
町
村
自
治
調

査
会
理
事
会
、
東
京
都
市
長
会
議
、

東
京
都
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域

処
分
組
合
理
事
会
（
東
京
自
治
会

館
）
に
出
席
、
日
野
消
防
署
長
歓

證
会
（
市
内
）
に
挨
拶
羞

日

11市
民
会
館
運
営
審
議
会
（
市
民

会
館
）
に
挨
拶
▽
29
日
11
多
摩
川

架
橋
及
ぴ
関
連
道
路
整
備
促
進
協

議
会
総
会
（
新
宿
区
）
に
出
席
▽

29日
11南
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
協

議
会
総
会
（
町
田
市
民
ホ
ー
ル
）

に
出
席

R
 

豊
田
電
車
区
で

防
災
訓
練

騒
音
等
へ
の

ご
理
解
を

J
 

▼
#

.
9

．
肴
．9

．
者・
▲
▼

．
尋
•9

-
9
9

．
暑

・
▲
▼

．
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皇
~
▲
▼
暑
：
9

．
尋
9

,

▲
▼

着

~

暑
・
▲
▼

9
・
i

着
・
贔▲
▼

9

i

-
8
月
は

二
徊
人
事
禦
税
第

1
期
分
納
期
で
す
-

一
納
税
通
知
書
は
、

8
月
中
旬
事
項
を
記
入
し
、
届
け
出
の
印
｛

ご
ぞ
に
お
届
け
し
ま
す
。銀
行
、
鑑
を
押
印
の
う
え
、
ポ
ス
ト
に
-

[
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
投
か
ん
す
る
だ
け
で
す
。
な
お
、
t

一
郵
便
局
等
で

9
月
2
日
回
ま
で
今
か
ら
申
し
込
み
ま
す
と
、
第

｀

一
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

2
期
分

(12月
2
日
納
期
分
）
か

如

佃

納
付
に
は
、
安
全
で
便
利
な
ら
振
替
納
税
と
な
り
ま
す
。

嗚

叫
口
座
振
替
制
度
が
利
用
で
き
ま
▽
問
合
せ
先
11東
京
都
八
王
子

｀

’
す
。
お
申
し
込
み
は
、
納
税
通
知
都
税
事
務
所

(
6
0
4
2
6
.
-

ニ
書
に
同
封
の
「
ハ
ガ
キ
」
に
必
要

4
4
.
1
1
1
1内
線
2
2
1
)
-

暮
．
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善

・
、
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T
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.
ぎ
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・
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▼
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春
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i
書
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．肴
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.-w.0
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．尋
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．尋
9

疇

分
／
午
後
の
部
…
午
後
2
時
i
[

会

4
時

ぅ
‘
l
'
場

学

▽

会

場

11東
京
都
多
摩
川
流
域

呻

ま

下
水
道
浅
川
処
理
場
（
石
田
236)
嗚

-
て
遊
理
見

▽
内
容
11
施
設
見
学
、
牛
乳
パ
ー

処

設
り

施

-
みこし

iiJ

ッ
ク
か
ら
の
ハ
ガ
キ
作
り
※
記
-

念
品
の
進
呈
あ
り

-
来

一

9
月
10日
の
全
国
下
水
道
促
▽
定
員
11
午
前
・
午
後
の
部
各
一

て
進
デ
ー
に
、
浅
川
処
理
場
施
設
先
着

100人

i

見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
8
月
i

こ
＞
日
時
1
1
9月
10日
凶
午
前
の

30日
⑥
ま
で
に
電
話
で
同
処
理
一

ご
部
・
・
・
午
前
9
時
30分
1
1
1時
30
場

(
6
8
1
.
9
7
8
7
)
ヘ

-

今
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．＿
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一

-
立
候
補
者
を
受
け
付
け

-

万

願

寺

第

二

土

地

区

画

整

理

審

議

会

委

員

選

挙

t

-

―

 

i

9
月
29日
⑪
に
執
行
す
る
万

9
月
1
日
⑭
（
土
曜
・
日
曜
日

0

一

ご
顧
寺
第
二
土
地
区
画
整
理
審
議
も
実
施
）

L

会
委
員
選
挙
の
立
侯
補
を
受
け
▽
受
付
時
間
11午
前

9
時
ー
午
~一

;
]
け
ま
す
。

後
4
時

言
委
員
の
定
数
11
所
有
権
者
の
▽
受
付
場
所
11市
役
所
3
階

区

-

こ
臀
人
、

借
地
権
者
の
部

1
人
画
整
理
第

3
課

-

0
 

▽
問
合
せ
先
11区
画
整
理
第
3
叫

｀
 

-
（
予
定
）

｀
 

[
▽
受
付
期
間
1
1
8月
23日
函
ー

課
6
内
線

314.377

叫

`
＇
暑

・、

き
・▲

著
・、

号

、

春
・△

春

o`

.＃
・△

ぎ
・ヽ

’

▲

告

．9

．暑
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妻

・△
r

,

'

暑

ヽ
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暑
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舎
・
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―
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-
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春
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皇
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▲
▼

鼻
｀
•
▲
▼
着

・
~

暮
・
↓
疇嗚

言＇

▽
日
時
1
1
8月
22日
困
1
9
月
i

-

4

日
困
午
前

9
時
ー
午
後
4
時
1

情
選
挙
人
名
簿
縦
覧

-
、
高
幡
土
地
区
画
整
理
（
土
曜
・
日
曜
日
も
実
施
）
{

• 

0

審

議

会

委

員

▽

場

所

11市
役
所

3
階
区
画
整

．

-．
 

i
1
0月
27日
⑪
執
行
予
定
の
高
理
第
2
課

叫

-

．
 

叩
幡
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
▽
問
合
せ
先
11区
画
整
理
第
2

庫

ヽ

ご
の
選
挙
人
名
薄
の
縦
覧
を
行
い
課
6
内
線
382

咄

-

• 

叫
ま
す
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て°‘
1996年（平成8年）8月15日

第901号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
口0120-042586（無料）（日曜日・年度日年始誓此隻～17:oo)

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
3
日

g
午
前
10時

1
1
1時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

離
乳
食
教
室

ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽ

‘’‘‘‘’‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘ ヽヽ 9ヽヽヽ9 9ヽヽヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽ9 9ヽヽ
ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽヽヽ ヽヽ

保健屈〗／．．：ヽヽ
‘’‘’̀’‘‘‘‘‘‘‘’‘‘‘’‘ 

医療
‘̀‘ ’‘‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

小
児
ア
ト
ピ
ー

相

談
戸ぶ‘、五

旦懇］
ヽヽヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ
ヽヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ
ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽ
‘̀‘‘’‘’‘●ヽ'‘‘‘’‘’‘‘̀‘̀

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護

や
日
常
生
活
を
補
助
す
る
機
器
等

の
展
示
会
と
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
福
祉
総
合
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
会
場
内
で
は
高
齢

者
の
運
動
機
能
の
疑
似
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
地
元
野
菜
の
即
売
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時1
19

月
7

日
出
•
8

日
⑪

午
前
9
時
30分
ー
午
後
3
時

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
用
品
、
申
い
す
・
電
動
車

い
す
、
階
段
昇
降
機
、
改
造
自
動

車
、
運
動
機
能
補
助
器
具
、
視
覚

・
聴
覚
・
言
語
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
な
ど

福
祉
総
合
相
談
会

年
金
相
談
、
高
年
齢
者
就
業
相

談
、
住
宅
改
造
・
修
繕
相
談
、
母

子
・
父
子
相
談
、
身
障
・
知
的
障

害
相
談
、
老
人
相
談
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
相
談
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付

相
談
、
結
婚
相
談
、
介
護
相
談

体
験
コ
ー
ナ
ー

ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
て
の
歩
行

▽
対
象
11
生
後

4
1
5
カ
月
児

（
平
成

8
年
4
月
1
日
1
5月
31

日
生
ま
れ
）
と
親

▽
定
員
11
先
着
25人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

小
児
斜
医
に
よ
る
ア
ト
ピ
ー
相

談
を
行
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
ぜ
ひ

（
視
覚
障
害
疑
似
体
験
）
、
重
い
お

も
り
を
付
け
て
の
運
動
（
高
齢
者

等
の
運
動
機
能
疑
似
体
験
）
な
ど

講
習
会
と
講
座

＠
介
護
講
習
会
・

,.7日、

8
日
午

前
10時
ー
正
午
、
各
日
先
着
15人

※
事
前
に
申
し
込
み
を

＠
手
話
講
座
…

7
日、

8
日
午
後

1
時
ー
3
時
、
各
日
先
着
30人
※

事
前
に
申
し
込
み
を

ぽ
ら
ん
た
ぴ
（
障
害
別
の
旅
行

相
談
窓
ロ
・
障
害
の
あ
る
方
が
安

心
し
て
旅
行
で
き
る
よ
う
に
設
備

さ
れ
た
宿
の
紹
介
な
ど
）
、
地
元
産

野
菜
の
直
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

==＝=＝＝-＝ 
こ
相
談
＜
誓
い
。

▽
日
時
1
1
9
月
6
日
曲
午
後
1
時

30分
ー
3
時
（
予
約
制
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

腰
痛
予
防
教
室

出
張
ミ
ニ
保
健
所
で
講
演
と
相
談

食

中

雲

が

は

や

っ

て

い

ま

す

▽

内

容

11
講
演
・
・
・
細
菌
性
食
中
毒

に
つ
い
て
・
家
庭
で
の
食
中
毒
予

防
／
相
談
と
展
示
／
尿
検
査
と
血

あ
な
た
は
大
丈
夫

e.

日
野
保
健
所
で
は
、
出
張
ミ
ニ
？
・
ー
み
つ
め
て
み
よ
う
、
あ
な
た
庄
測
定
等

保
健
所
と
し
て
＂
食
中
毒
が
は
や
の
食
生
活
ー

11

を
テ
ー
マ
に
、
講
▽
問
合
せ
先
11
日
野
保
健
所

(
6

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
大
丈
夫
演
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

9
1
.
1
1
5
l
)

=-＝＝＝-＝==＝-＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝===＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝=-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝ 

は
、
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
こ
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

の
機
会
に
年
1
回
の
健
康
診
査
を
▽
内
容
11
①
食
事
・
運
動
・
休
養

ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
②
食
事
療

▽
期
間
1
1
9
月
2
日
⑮
ー
10月
21

法
の
基
本
と
実
際
③
お
い
し
い
減

塩
食
の
調
理
実
習

日
回

▽
会
場
11
市
内
掴
定
医
療
機
関
▽
対
象
11
高
血
圧
者
、
境
界
域
高

▽
対
象
1165歳
以
上

(
4月
1
日
血
庄
者
、
高
血
庄
を
予
防
し
た
い

現

在

）

の

市

民

方

及

び

そ

れ

ら

の

方

の

食

事

に

か

か
わ
っ
て
い
る
方
な
ど

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

▽
日
時
1
1
9
月
11日
困
午
後
1
時

30分
ー
3
時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
理
学
療
法
士
に
よ
る
腰

痛
予
防
の
話
と
体
操

▽
対
象
1170
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

▽
定
員
11
先
着
20人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

今
月
末
日
ま
で
に
対
象
の
方
に

高
齢
者
検
診

ト
、
無
料
包
丁
研
ぎ
な
ど

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
日
野
市

社
会
福
祉
協
議
会

(
6
8
2
.
2
3

1
9
)
 

高
血
圧
栄
養
教
室

こ
の
教
室
で
は
、
高
血
庄
の
予

防
や
改
善
の
た
め
に
、
塩
分
を
控

え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
、

生
活
習
慣
に
つ
い
て
な
ど
を
取
り

上
げ
ま
す
。
脳
卒
中
や
心
臓
発
作

等
の
合
併
症
の
予
防
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
9
月
10日
図
午
後
1
時

30分
1
4時

「市民会館の催しl

日野台診療所 （内・児・外・整科）
日野台4-26-16ff81-6175 

森久保整形外科 （竪外科）
高幡328森久保医療ピルff91-2222

・t
●
J
 

こ利用ください。

市民会館（合85-2011)

七生公会堂（合93-2911)

◇使用申込み悶髭悶叶悶翌岳嬰澁自ください

左欄に掲げた以外の方

梅木医院（内・ 児科）
多慮平6-32-14 ft81 -0477 

鈴木耳鼻咽喉科（耳科）
裏幡328森久保医療ピルC93-8733

高齢者・障害者の生活を支える

揺拙園梱腿涼会
揺拙認菌OO鵬会

今
、
病
原
性
大
腸
菌
0ー

157も

各
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
庭

で
で
き
る
食
中
毒
の
予
防
法
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
9
月
14日
B
午
後
1
時

30分
1
4時

▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

」

使用日の 6カ月前の月の
1日から使用日の 7日前
まで

使用日の 6カ月前の月の
1日から使用日の 3日前
まで

使用日の 6カ月前の月の
2日から使用日の 7日前
まで

日野市内に住所（会社・事
薬所は所在地）を有する方

使用日の12カ月前の月の 1日から使用日の7日
前まで

使用日の 7カ月前の月の
1日から使用日の 7日前
まで

使用日の 7カ月前の月の
1日から使用日の3日前
まで ． 

使用日の 7カ月前の月の
2日から使用日の 7日前
まで

使用時間は午前9時ガら午後

◇施設概要
9時3吟まで。使用料は午前・
午後・夜間で異なります。使用
料等、詳しくは問い合わせを

舞台閏口 16m、奥行13m、高
大ホール Iさ7m、I104席。音楽会・演

劇・映画会・式典などに。

舞台間口7.5m、奥行6.Sm、高
小ホール Iさ3.6m、可動席208席。音楽会

・講演会などに。

2室。ピア ノや管弦楽等のバー
練習室 I卜練習に。ピアノ ・電子オル

ガン設置。

会議室 I3室。定員12人、 27人、 ，16人。

2室。作品展などのほか、会議
室(60人）としても使用可b

和室。茶室として使用可。

舞台間口 9m、奥行 6m、高
さ4.Sm、300席。音楽会演劇・
映画会・式典などに。

そ

の

他

展

示

会

タイにファイプ
ジュティ貫ング

秋の夜のジャズライブ
ll月28日（木）午後7時

〈曲目〉スターダスト、星1こ願いを、グレン
ミラーメドレー、魅せられてほガ

玉［書',.！璽

曰寧フィ〗し贔曽塾聾髯
秋の夜のコンサート

l l月29日（金午後7時
〈曲目〉 □ドリーゴ：アランフェス協奏曲

ビゼー：カルメン組曲前奏曲ほか
チャイコフスキー：交響曲第4番へ短調

op.36ほか

I全席指定 lS席2.500円
A席2,000円
B席1.000円

※70歳以上の方
S席3,500円高校生
以下の方S席• A席
とも2,500円

※70歳以上の方

S席2,000円高校生
以下の方S席 •A席
とも1,000円

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に

急息テレホンセンター

（日野消防署 云81-0119)へ問い合わせ を。

:I□園悶1旦IごI:IごI塁20
因

22
困

21
困

整

形

外

科

内

科

外

科

午
後
・
夜
）
内
科

午
前
）
児
・
外
科斗禾

外

内

科
内

科

内

科

内

科

内外

科科

外 1内外1内外I外 1内外 外

科

耳

鼻

咽

喉

科

泌

尿

器

科

眼

科

小

児

科

（夜
）
児
・
内
・
外
科

（午
後
）
外

科

（午
前
）児・

整
形
外
科

斗禾

艮ロuu

外

科

内

科
内

科
内

科

内

科

内外

科科

外 1内外i内外I外 1内外

科 I科科I科科I科 I科科

外

科

午後 7時30分 -I 0時30分

内科・小児科

日野本町 I- 7 - 2生活 1呆億セ ンター分室

云 84-1661 

8月18日（日）・25日（日）

午前 10時 ～午後 5時
（受付は午前 9時 -午後 4時 ）

八王子市平岡町 18-3八王子市1呆億 セン ター
ff0426-25-9128 

多摩市間戸 4-19-5多摩市立億 康セ ンター
ff0423 -76-91 I I 

‘¥ 
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市役所
代表電話

霊 85-1111

夏

気

終
戦
前
後
の
舞
踊

戦
争
の
惨
事
が
多
い
時
代
に
踊

り
の
こ
と
を
書
く
の
は
ど
う
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
青
春
時
代
の
一

コ
マ
を
ど
う
し
て
も
書
き
た
く
な

り
ま
し
た
。

戦
局
が
激
し
く
な
る
と
北
海
道

に
も
貴
重
な
歌
舞
伎
の
衣
装
な
ど

が
ど
ん
ど
ん
疎
開
し
て
き
て
い
ま

し
た
。踊

り
の
内
容
も
忠
君
愛
国
以
外

は
駄
目
で
す
か
ら
舞
台
で
は
悪
者

中央公民館では、戦争体験をつづったハガキ

を今月から展示しています。これらのハガキは

同公民館の募集に応じて市内や市外から寄せら

れたもので、いずれも戦争体験者の生の声が伝

わってきます。なかには詩・短歌・俳句・絵、戦後

世代の戦争に対する考えを書いたものもありま

す。広報今号では、展示の一部を紹介します。

を
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
と
切
り
捨
て
る

刀
も
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
町

で
は
お
巡
り
さ
ん
が
サ
ー
ベ
ル
を

か
ち
ゃ
か
ち
ゃ
い
わ
せ
て
歩
い
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
敗
戦
。

世
の
中
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、

刀
は
駄
目
に
、
駄
目
だ
っ
た
絢
爛

豪
華
（
け
ん
ら
ん
こ
う
か
）
な
日

本
舞
踊
の
衣
装
は
進
駐
軍
が
大
い

に
喜
び
ま
し
た
し
、
洋
舞
も
み
ま

ね
で
や
り
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
中
は
食
物
も

不
足
、
物
資
は
も
ち
ろ
ん
で
し
た

か
ら
洋
舞
の
時
は
看
護
婦
さ
ん
の

白
衣
を
借
り
て
き
て
裾
（
す
そ
）

に
つ
け
る
フ
リ
ル
は
ホ
ウ
タ
イ
で

ひ
だ
を
と
り
な
が
ら
、
手
縫
い
で

と
り
つ
け
、
白
鳥
の
湖
を
踊
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
の
勤
め
て
い
た
化
学
工
場
は

化
学
肥
料
に
切
り
替
え
、
食
糧
増

産
の
波
に
乗
り
、
照
明
用
の
バ
ッ

テ
リ
ー
持
参
で
農
家
の
小
さ
い
集

会
所
に
踊
り
を
二
つ
三
つ
も
っ
て

肥
料
の
宣
伝
に
回
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
愛
と
か
恋

を
口
に
し
て
言
え
る
よ
う
に
な

り
、
踊
り
の
―
つ
に
、
色
男
の
カ

号
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こ
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案
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こ

ま
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案

館

叫

土

分

民

皿
の
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館

公

日
時
民
日
央

□不
団
8
公

曜

中

月
前
央
月
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―
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展
二
『
に

程

間
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カ
シ
が
村
娘
二
人
に
恋
さ
れ
左
右
松
を
お
し
げ
も
な
く
切
り
倒
し
、

か
ら
手
を
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
う
そ
の
根
を
堀
り
出
し
て
大
八
車
で

ち
に
袖
（
そ
で
）
が
ち
ぎ
れ
る
、
生
産
所
ま
で
運
び
ま
し
た
。

と
い
う
と
こ
ろ
で
暗
転
、
な
ど
と
私
た
ち
も
学
校
か
ら
勤
労
奉
仕

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
振
り
つ
け

＇
と
し
て
毎
日
村
の
人
た
ち
と
一
緒

て
踊
っ
て
い
た
若
い
こ
ろ
の
私
を
に
山
に
入
り
、
松
の
根
を
堀
り
出

だ
ぶ
ら
せ
な
が
ら
ペ
ン
を
運
び
ま
す
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
私

し
た
。

（
東
豊
田
・
志
村
昭
子
）

「
松
根
油
」
の
生
産
に

汗
を
流
し
た
日
々

日
本
の
戦
も
悪
化
を
た
ど
り
、

本
土
決
戦
と
い
う
時
局
に
な
っ
た

昭
和
19年
春
こ
ろ
か
ら
軍

部
の
命
令
に
よ
り
、
飛
行

こ
機
の
燃
料
に
す
る
と
称

し
し
、
全
国
の
山
に
は
え
て

ま
い
る
赤
松
を
切
り
た
お
し

りぁ
て
、
そ
の
根
を
堀
り
出
し
、

も
根
か
ら
油
を
精
製
す
る
大

き
な
設
備
を
設
け
て
松
根

稿投の
油
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
私
の
村
で
も
全
村
を

らヵ生
あ
げ
て
軍
の
命
令
で
作
業

浮
が
始
ま
り
ま
し
た
。
村
の

J
 

砂
中
心
に
大
き
な
設
備
を
設

内
け
（
大
き
な
釜
八
か
ま
＞

の
よ
う
な
も
の
で
松
の
根

市▲
 

を
火
で
む
し
て
油
を
し
ほ

り
出
す
）
、
村
の
人
た
ち
は

毎
日
山
に
入
り
大
き
な
赤

会
場
案
内
図

中央公民館

は
作
業
を
し
て
い
て
子
供
な
が
ら

に
こ
ん
な
大
き
な
赤
松
の
木
を
む

ざ
ん
に
切
り
倒
し
、
美
し
い
自
然

を
な
く
し
て
し
ま
う
の
か
と
思
い

な
が
ら
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
こ

と
を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
幸
い
な
こ
と

に
こ
の
作
業
も
終
戦
の
た
め
途
中

で
中
止
と
な
り
、
山
は
元
の
静
け

さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

大
変
な
数
の
松
の
木
が
切
り
取

ら
れ
ま
し
た
が
、
残
っ
た
松
は
今

で
も
美
し
い
自
然
を
私
た
ち
に
恵

ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
残
っ
た
自

然
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
保
存
す

る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
任
だ
と
思

い
ま
す
。

（
豊
田
・
塚
本
要
）

,
•
一
●

’

掲
載
し
た
文
は
、
原
則
と
し
て

投
稿
者
の
記
述
を
尊
重
し
ま
し
た

が
、
紙
面
の
統
一
性
を
保
つ
た
め

に
表
記
を
一
部
変
更
し
た
個
所
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
掲
載
に
あ
た

っ
て
は
、
敬
称
を
省
略
し
ま
し
た
。

（
広
報
課
）

":::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::; 

『オクニノタメニ』 （日野・谷口初栄） ： 

小 ==;J ど 一 こサー服皮爪狂養桑 ー 絞力学ームき_7~ ょ —=1

国オのオれツオををが蚕のオ つン校升日ぅ才 i 
民クよクもマク作干痛農枝クたパに‘もク ： 
も二う二干芋二るしく家の二油ン持ニドニ i 
ーノに - し の ノ そ 繊 な の 皮 ノでをつ升ンノ
生夕食のて蔓召夕う維り
懸メ

庭剥む夕飛作てとグタ ； 
ベ誰尉学刈メでにま先きメ付つい溜たリメ l 

命二たが 校り―
r -の にでニ

すししでで一機たきめ拾一 ； 
← て た す 二をりまてい二 l 
働で持す 飛 し で
きしつ ばたす i
まょて す
しう い の l 
たき だ ll

ま ・と 且
し 聞 i

た 喜 1=

t i 
... ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/ 

演
民
衆
に
と
っ

会講

て
0
8
月
1
5
B

日本の民衆にとつて、日中戦争から

アジア太平洋戦争に至る総力戦は未曽

有（みぞう）の経験でしだ。 8月15巳前

後の民衆意識を検討し、民衆にとって

の r8月15日Jの意味を考えます。

日時： 8月17日（土）午後2時～4時

会場：中央福祉センター

定員： 40人

申込み先：中央公民館

（云81-7580)

i講師：北河賢三（きたがわ・けんぞう）氏 i 
； 早稲田大学（日本近現代史）。岩波ブックレ！

：ット『国民総動員の時代』著者。
-------------------------------------------------------------------

終戦の日のきょう午後2時から市民会館で開演

疇っ加訪‘きから

$oBあ叫｝ヽ 15

▲昨年の8月15日の公演

「一枚のはがき」で募集しだ

戦争体験談が朗読劇に．I

演出：大多和勇

（演劇企画くすのき）

音楽：リコーダーサークル

「風」

問合せ先：中央公民館

（合81-7580)
-----------------------------------------------

入場無料



(5) てq、第901号
1996年（平成8年）8月15日

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
ff0120-042586 （無料）

（日曜日・祝日 9: 00~17 : 00 
年末年始を除く ） 

粗大ごみの処理手数料一覧表

電気洗濯機（一槽式）

電気洗濯機（二槽式）

衣類乾燥機

冷頑庫（高さ80cm未満）

冷蔵庫（高さ80cm以上）

電子レンジ

食器洗い乾燥機

テレビ受像機(20インチ未満）

テレピ受像機(20インチ以上）

ビデオデッキ

空気清浄機（加湿機、除湿機含む）

換気扇

電気掃除機

照明器具
湯沸力
｀てム• ..L 
9JIししロ

ガス台

米ぴつ

ストープ（ファンヒーター）

ストープ（ファンヒーター除く）

エアコン室内機

エアコン室外機（室内機一体型含む）

扇風機

電気こたつ（こたつ板を除く）

こたつ板

~ ・ - --- -

姿家具類裟'

9

、,．，ー
1
t
1
1
,
i
l
ーし、ー↓ヽ
＇ー

1
,＇↓

’,tー
1

たんす（高さ90cm未満）

たんす（高さ90cm以上）

サイドポード

げた箱

ロッカ ー(I- 2人用）

ロッカー（ 3人以上用 ）

オーディオラ ック

戸棚（サイドボード、げた箱、ロッカー、オーディオラック

院〈）

カラーポ ックス

衣装箱

応接用いす(I人用）

応接用いす(2人以上用）

いす（応接用いす除く）

テープル

両そで机

机（両そで机除く）

鏡台

敷物（カーペット）

アコーディオンカーテン

プラインド

シングルペ

ダプルペッ

布団

P A機器‘裟
ワープロ

パソ コン

OA機器（ワープロ、 バソ コン除く）

|、400

800 

800 

800 

I,900 

800 

800 

500 

I,400 

200 

200 

200 

200 

200 

500 

200 

500 

1,400 

200 

200 

200 

500 

I,400 

I,400 

500 

800 

I,400 

500 

800 

200 

200 

500 

I,400 

200 

500 

I,900 

800 

800 

500 

500 

200 

風呂
風呂が

浴棟（

洗面

趣
オルガン

スキー板

ゴルフ用具

サーフポード

スーツ

t --
ク

ローイ ン

ランニン

ぷら下が

建具
畳

建具（アル

プランコ

滑り台

子供用遊具（プラン コ、滑り台除く）

ペピーペッド

幼児用具（ペピーベッド除く）

500 

500 

200 

500 

200 

物干し台（コンクリート製の土台除く）

物置（組み立て式で、解体した状態に限る）

仏壇

ペット小屋

水槽

脚立

800 

1,400 

800 

800 

500 

200 

※この表に記載されていない品物は、全て 1品目
200円になります。
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-10
月
1
日
か
旦

粗
大
こ
み
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

電
話
申
し
込
み
に
よ
り
戸
別
に
収

こ理解・ こ協力をお願いします

粗
大
こ
み
は
、
家
具
類
や
電
化

製
品
な
ど
で
、
一
辺
の
長
さ
が
お

お
む
ね
50iン
認
を
超
え
る
大
き
さ

の
こ
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
み
は
ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
た
り
、
集
積
場
に
出

し
た
り
し
ま
す
と
、
日
常
的
に
発

生
す
る
こ
み
が
出
せ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、

50巧
妍
以
下
の
物
で

も
一
般
収
集
に
支
障
が
あ
る
テ
レ

ビ
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
は
粗
大
こ

み
と
し
て
扱
い
ま
す
。

粗

大

ご

み

に
は
シ
ー
ル
を

集
す
る
と
い
う
仕
組
み
は
、
現
在

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

10月
1
日

か
ら
は
100キ
ロ
劣
以
下
は
無
料
で
あ

っ
た
処
理
手
数
料
が
、
品
目
別
の

料
金
（
別
表
参
照
）
に
な
り
ま
す
。

粗
大
こ
み
を
出
さ
れ
る
方
に

は
、
電
話
申
し
込
み
の
後
、
近
く

の
粗
大
f
J

み
シ
ー
ル
取
扱
店
で
、

出
す
こ
み
の
処
理
料
金
に
見
合
っ

た
シ
ー
ル
（
粗
大
こ
み
処
理
券
・
別

図
参
照
）
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
粗
大
こ
み
に
は
り
申
し
込

み
の
際
に
指
定
し
た
場
所
に
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
粗
大
こ
み
を
直
接
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ

る
方
は
、
シ
ー
ル
の

購
入
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
粗
大
こ
み

を
計
量
し
、
そ
の
分

だ
け
の
料
金
を
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

粗
大
こ
み
の
処
理

の
申
し
込
み
は
向
日

野
環
境
保
全

(681

•
4
3
3
1
)へ
。

な

ま

え

．

．

 

粗大ごみ処理券

日野市
一度はった処覆券は再使用できなくなります。ご注童ください。

こ
み
の
減
量
・
再
利
用
の
促
進

と
こ
み
の
排
出
置
に
応
じ
た
公
平

な
費
用
貞
担
の
た
め
に
、

10月
1

日
因
か
ら
粗
大
こ
み
の
処
理
料
金

が
品
目
別
料
金
に
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

租

大

ご

み

は

こ

ん

な

ご

み

粗
大
こ
み
シ
ー
ル
（
粗
大
こ
み

処
理
券
）
に
は
、
Z
O
O
円
•
5
0
0

円
•
B
o
o

円

・千
400円
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

出
す
粗
大
こ
み
の
処
理
料
金
を
確

認
し
、
不
足
の
な
い
よ
う
に
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ル
の
取
扱

店
は
市
内
の
酒
屋
さ
ん
な
ど
で
。

詳
し
く
は
本
紙
9
月
15日
号
で
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
を
9

月
上
旬
に
各
戸
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(
6
8
1
.
0
4

4
4
)
 

シ
ー
ル
は

10
月

ー
日
か
ら
販
売

f
J

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

風
土
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
進

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
各

自
治
会
に
廃
棄
物
減
量
等
推
進
貝

の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

推
進
貴
の
方
に
は
「
日
野
市
廃

棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
こ

み
の
減
量
や
資
源
物
の
再
利
用
に

関
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
啓

発
活
動
や
市
へ
の
意
見
や
情
親
の

提
供
な
ど
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
紙
で
は
2
回
に
分
け
て
推

進
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
（
敬

称
略
）
。

◎
推
進
員
氏
名
・
自
治
会
名

▽
青
木
義
雄
…
石
田

▽
土
方
佐
一
…
新
井
第
一

▽
吉
原
正
雄
・
・
・
下
田
住
宅

▽
浅
井
利
男
・
・
・
日
野
万
北
部

▽
宗
和
子
…
万
願
荘

▽
吉
田
実
…
中
万
願

▽
佐
藤
頴
史
…
第
二
日
野
万

▽
川
村
喜
一
…
川
原
付
市
営
住
宅

▽
中
村
八
郎
…
宮

▽
赤
司
浩
一
…
緑

▽
平
田
清
…
高
砂

▽
武
田
憲
生
…
オ
リ
エ
ン
ト

▽
石
川
建
司
…
谷
仲
山
第
二
東
部

▽
塩
谷
武
洋
…
谷
仲
山
第
一
―
―

▽
菅
谷
優
・
・
横
町

▽
山
本
豊
…
森
町

▽
大
高
常
雄
…
多
摩
川

▽
井
上
武
治
…
東
町

▽
萩
原
喜
平
…
四
谷

▽
小
林
修
…
西
町

▽
関
口
整
次
…
上
堅
敷

9

▽
須
藤
征
一
…
新
東
光
寺

▽
原
実
雄
…
東
光
寺

▽
浅
羽
観
次
…
栄
町

▽
赤
坂
古
男
…
安
宅
第
二

▽
土
屋
喜
久
治
・
・
・
姥
久
保

▽
大
神
田
建
一
…
西
ケ
丘

、ヽ

(
`
’ー
1
’
・

9
,
＇、

6
月
15日
号
に
続
き
、
廃
棄
物

減
置
等
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申

を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
今
号
で
答

申
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

5
、
施
策
の
推
進
体
制

こ
れ
ま
で
、
こ
み
に
な
る
過
程

を
生
産
か
ら
処
分
ま
で
の
ト
ー
タ

ル
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
と
い

う
考
え
方
を
す
で
に
示
し
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
行
政
に
お
い
て
は
従

来
の
清
掃
行
政
の
範
囲
を
こ
え
た

体
制
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
産
業
、
消
費
生
活
、
公
害
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
広
報
等

の
部
門
が
有
機
的
に
結
ぴ
付
く
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
は
地
域
で

結
び
合
う
関
係
づ
く
り
が
、
事
業

鵬

1
,

＇ 
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者
に
お
い
て
は
、
業
者
間
、
商
店

会
、
異
業
種
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
こ
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
力
と
な
っ
て
い
く
。

イ
、
行
政
内
に
推
進
母
体
と
な
る

全
庁
的
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

ロ
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
の
育

成
と
活
用

①
推
進
員
の
役
割
と
地
域
に
お

け
る
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る

②
推
進
貝
の
人
数
は
地
域
の
大

喜
や
実
情
に
合
わ
せ
て
増
や

し
、
地
域
で
の
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
よ
う
、
条
件
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

③
地
域
や
団
体
の
学
習
活
動
に

民
間
講
師
と
し
て
活
用
で
き
る

仕
組
み
を
取
り
入
れ
る

ー

あ
な
た
の
地
城
の

譴
覇
鋤
蹴
撒
尋
掴
礁
員

▽
須
田
重
彦
・
・
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
花

沢
自
主
管
理
組
合

▽
荻
野
守
英
・
・
・
ほ
た
る
会

▽
木
場
勝
己
、
奥
住
幸
雄
…
日
野

台
一
丁
目

▽
加
藤
照
雄
・
・
・
大
坂
上
二
丁
目

▽
小
島
久
…
高
野
台

▽
宮
本
誠
一
・
・
・
高
山

▽
小
陽
登
美
男
…
日
の
山

▽
小
池
勝
造
・
・
・
東
神
明

▽
小
林
秀
雄
・
・
・
富
士
見
台

▽
酒
井
功
…
矢
ノ
頭
北

▽
守
谷
永
次
・
・
・
矢
ノ
頭
南

▽
向
山
繁
博
…
実
践
南

▽
吉
田
時
彦
・
・
多
摩
平
緑
地

▽
藤
井
拓
治
…
日
野
台
一
区

▽
滝
沢
秀
雄
・
・
・
日
野
台
二
区

▽
久
本
撮
夫
・
・
・
日
野
台
四
区

▽
和
田
平
四
郎
…
日
野
台
五
区

▽
石
前
博
…
泉
塚

▽
増
田
武
…
暁

▽
酒
井
セ
ツ
・
・
・
多
摩
平

▽
津
曲
雄
一
郎
…
豊
田
第
一
コ
ー

ポ
ラ
ス

▽
志
治
成
信
…
豊
田
第
ニ
コ
ー
ポ

ラ
ス

▽
荒
井
正
・
・
・
都
営
多
摩
平
六
丁
目

ア
パ
ー
ト

▽
児
島
光
江
…
吹
上

▽
下
條
司
・
・
・
自
警
会
豊
田
住
宅

▽
熊
崎
勇
次
…
豊
田
北
組
中
央

▽
渡
辺
幸
信
…
豊
田
北
組
西

▽
須
藤
洋
一
、
田
中
道
介
、
寺
口

源
太
郎
…
第
二
豊
田
荘

▽
柏
渕
隆
・
・
・
ひ
ま
わ
り

▽
―
―
一
神
清
…
八
ケ
下

▽
鈴
木
正
寛
…
豊
田
二
丁
目
堤

▽
河
野
隆
一
…
豊
田
第
一

▽
遠
藤
武
夫
・
・
・
豊
田
第
二

▽
大
上
琢
磨
…
豊
田
第
一
―
―

▽
志
村
武
・
・
・
豊
田
第
四

▽
植
竹
敏
美
…
い
づ
み
ハ
イ
ツ
豊

田
管
理
組
合

▽
能
登
屋
久
雄
・
・
・
多
摩
平
一
二
丁
目

▽
谷
口
哲
郎
…
多
摩
平
三
丁
目
東

▽
石
原
絹
代
…
多
摩
平
一
二
丁
目
南

▽
船
槍
真
次
…
傘
松
第
二

▽
寺
本
孝
徳
…
旭
が
丘
二
丁
目
東

▽
十
河
富
久
雄
…
雇
用
促
進
事
業

団▽
北
井
一
男
…
帝
人
多
摩
ア
パ
ー

卜▽
大
塚
日
出
喜
…
日
本
道
路
公
団

豊
田
宿
舎

▽
甘
柴
敏
子
・
・
・
芝
山

▽
溝
尾
伸
策
…
第
二
富
士
マ
ン
シ

ョ
ン

▽
志
村
清
子
…
多
摩
平
第
一
ピ
ル

▽
国
分
宮
…
都
営
多
摩
平
一
丁
目

ア
パ
ー
ト

▽
田
村
卓
司
…
多
摩
平
マ
ン
シ
ョ

ン▽
町
田
晴
美
…
日
野
平
山
台
住
宅

▽
江
口
和
雄
…
上
の
原

▽
糸
山
陵
一
…
旭
が
丘
パ
ー
ル
ハ

ィッ
▽
向
原
光
一
…
メ
ゾ
ン
日
野
A

▽
西
田
欽
一
…
旭
が
丘
ハ
イ
ツ

▽
吉
田
弘
…
富
士
組

▽
中
島
酉
造
・
・
旭
が
丘
第
一

▽
今
井
和
夫
…
旭
が
丘
第
二

▽
沢
田
太
志
・
・
中
小
企
業
事
業
団

▽
上
條
徹
朗
…
平
山
台
富
士
組

▽
沢
田
研
ニ
・
・
・
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
日

野
旭
が
丘

▽
二
上
栄
吉
・
・
・
大
平

▽
藤
吉
達
夫
…
豊
田
団
地

▽
旗
野
治
男
：
西
川
北

▽
和
知
君
代
・
・
・
東
平
山
武
蔵
台

▽
問
合
せ
先
1
1
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(
6
8
1
.
0
4

4
4
)
 

ハ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

行
政
は
施
策
推
進
の
担
い
手
と

な
る
多
く
の
団
体
（
行
政
、
自
治

会
、
商
工
会
消
費
者
団
体
、
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
や
環
境
運
動
）
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
相
互
啓
発
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
風
土
づ
く
り

を
進
め
る
。

二
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
ヘ
の
関
心
と
参
加

腐
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
学
習

・
情
報
、
展
示
、
市
民
工
房
な
ど
、

多
角
的
な
機
能
を
も
っ
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課
）
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市役所
代表電話雪85-1111

女と男のゼミナール日程表

ジェンダーって何？

家庭・学校

～不平等を再生産
しないために～

職場での労働

～組織で働 くときに～

地域社会

―女も男も共に
暮らしやすいまちとは～

身近なメディア

～「ステキな女性」の
基準をつくるのは誰？ ～

I>毎週水曜日午後 7時～ 9時 ▲配布苗で菊花コンテストに参加してみませんか．／

昌瑠
節目臨

市
内

7
会
場
で

晦
日
野
市
璃
境
緑
化
協
会
で

は
、
市
の
花
「
菊
」
の
苗
（
用
土
、

肥
料
付
き
）
を
市
内

7
会
場
で
、

株
日
野
市
企
業
公
社
で
は
、
乗

鞍
岳
山
頂
に
程
近
い
、
位
が
原
一

帯
の
木
々
が
三
段
紅
葉
に
彩
ら
れ

る
9
月
の
末
に
、
次
の
と
お
り
市

市民交流
バスツアー

乗鞍高原～

八ケ岳高原へ

(
J
R豊
田
駅
北
口
徒
歩
1
分）

▽
相
談
員
11東
京
都
八
王
子
労

政
事
務
所
労
働
相
談
貝

※
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳

▽
日
時
1
1
8月
21日
困
午
後
1

守
し
ま
す
。

時
ー
4
時

▽

問

合

せ

先

11生
活
課

(
6
8
1

▽
会
場
1
1
勁
労
•
青
年
会
館
・
4
1
1
2
)

多警
潔
蒻
慾
尋
紅
組
｀
汀
鰐

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11別
表
の

．
．
．
皆
で
が
考
え
よ
う
”
自
分
ら
し
さ
＇
ほ

人
は
、
成
長
の
過
程
で
周
囲
の
と
お
り

人
々
が
「
女
ら
し
い
」
、
「
男
ら
し
▽
会
場
11女
性
セ
ン
タ
ー

い
」
と
考
え
る
文
化
や
習
慣
を
身
▽
対
象
11男
女

30人

に
付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
「
女
▽
申
込
み
11電
話
で
女
性
セ
ン
タ

ら
し
さ
」
、
「
男
ら
し
さ
」
は
自
分
ー

(
6
8
4
.
2
7
3
3
)
へ

城西国際大学

実践女子短期大学
非常勤講師

高井葉子氏

白百合女子大学・

前実践女子短期大学
非常勤講師

国広陽子氏

労

働

相

談

8
月
21
日
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
配
布
し
ま

す

(
1人
4
本
程
度
）
。

育
て
や
す
く
て
、
花
の
き
れ
い

な
品
種
の
ポ
ッ
ト
マ
ム
と
ス
プ
レ

ー
菊
で
す
。
秋
の
庭
や
窓
辺
を
市

の
花
「
菊
」
で
飾
っ
て
見
ま
せ
ん

ヽ
゜

カ
11月
に
は
、
配
布
し
た
苗
に
よ

る
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
育
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8月
24日
出
午
前
9
時

30分
か
ら
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11日
野
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

※
日
野
中
央
公
園
南
西
角
、
日
野

消
防
署
前
（
先
着

400人）
／
旭
が
丘

中
央
公
園
（
同
200人）
／
市
民
の
森

ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
務
所
前

（同
200人）

／
平
山
地
区
セ
ン
タ

ー
（
同
210人）

／
東
京
南
農
協
七

生
支
店
（
同

250人）

／
八
小
校
門

前
（
同

150人）

／
万
願
寺

8
号
公

東
京
の
二
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る

L
バ
ス
見
学
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
回
転
市
場
で
は
、
資
源
物
分
別

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

た
め
、
こ
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
考

え
る
バ
ス
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9月
10日
図
午
前
8
時

ー
午
後
5
時

※
集
合
場
所
は
、
京
王
高
幡
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
、
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
前
、
回
転
市
場
前

民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
は
、
日
野
山
荘
（
乗
鞍

高
原
）
と
大
成
荘
（
八
ヶ
岳
高
原
）

で
す
。
奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1
1
9月
25
日
困
1
2
7日
曲

(
2泊
3
日）

▽
集
合
1125
日
困
午
前

8
時
に
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
※
時
間
厳

守
（
解
散
は
27日
画
午
後

5
時
こ

ろ
同
所
で
）

▽
コ
ー
ス
11乗
鞍
高
原
、
畳
平
、

上
高
地
、
八
ヶ
岳
高
原
ほ
か

▽
対
象
11
市
内
在
住
の
健
康
で
ハ

ィ
キ
ン
グ
の
好
き
な
方

(
1日
約

園
内
※
東
部
会
館
裏
（
同

150人）

▽
問
合
せ
先
11閲
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
6
市
役
所
内
線

265

の
い
ず
れ
か
希
望
場
所
。

▽
見
学
場
所
11
大
田
区
資
源
化
セ

ン
タ
ー
、
中
央
防
波
堤
外
側
処
分

場▽
定
員

1130人
（
申
込
多
数
の
場

3
ー
4
時
間
程
度
歩
く
予
定
）

▽
定
員
11
38人
※
宿
泊
の
部
屋
割

り
は
、
男
女
別
の
相
部
屋

▽
費
用

1
1
2万
9
千
円

▽
申
込
み
1
1
8月
26日
国
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
参
加
者
全
貴

(
4人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電

話
番
号
、
性
別
を
、
返
信
用
表
面

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
昧
日
野
市
企
業
公
社

(-T191

日
野
本
町
2
の
4
の
7
6
8
7
.
2

4
3
7
)

へ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▲放水は迅速・正確に

合
は
公
開
抽
選
）

※
昼
食
は
自
己
負
担
゜

▽
申
込
み
1
1
8月
28日
困
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

IIバス
見
学
会
申
込
み
へ
希
望
集

合
場
所
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所

生
活
課

(-F191日
野
本
町

1
の
6

の
品
土
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
へ

※
公
開
抽
選
は
、

8
月

30日
⑥
午

後
2
時
か
ら
生
活
課
で
実
施
。
結

果
は
後
日
通
知
。

▽
問
合
せ
先
11
同
回
転
市
場

(
6

8
7
.
8
7
0
7
)
 

地
区
青
少
年
育
成
会
が

チ
ラ
シ
お
断
り

，

今
、
問
題
に

•
9
•

も
な
っ
て
い
る

わ
い
せ
つ
写
真

署
な
戸
を
印
刷
し

た
＂
ピ
ン
ク
チ

察警

ラチ
野

[9IIの
家
庭

ラ

m
ポ
ス
ト
ヘ
の
無

ピ
A~
| 

な

少
差
別
の
投
げ

年

害

青

有

〖
込
み
。
市
内
で

こ『年m

も
団
地
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
を
中

‘
心
に
投
げ
込

ま
れ
、
「
簡
単
に

]
＊
 

子
供
の
目
に
触

れ
て
し
ま
う
」
と
、
お
困
り
の
家

庭
も
多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に

活
載
し
て
い
る
日
野
市
各
地
区
青

ス
テ
ッ
カ
ー

を

作

成

少
年
育
成
会
で
は
、
チ
ラ
シ
お
断

り
の
意
思
表
示
を
す
る
ス
テ
ッ
カ

ー
（
別
掲
・
大
き
さ
縦
5
t、/、
横

18iン
）
を
共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
自
治
会
に

協
力
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
方
法

で
、
各
家
庭
へ
無
料
配
布
さ
れ
ま

す
。
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
問
題
は
、
取
り
締
ま
る
こ

と
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
「
こ
の

日
野
市
消
防
団
で
は
、
去
る

7

月
20日
、
第
16回
日
野
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
を
、
東
京
都

下
水
道
局
浅
川
処
理
場
で
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
8
カ
所
に
設
置

し
て
あ
る
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る

操
法
審
査
で
、

1
隊

5
人
が
迅
速

か
つ
正
確
に
放
水
が
で
き
る
か
ど

よ
う
な
広
告
・
宣
伝
の
仕
方
は
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を

地
域
の
人
々
の
意
識
と
し
て
つ
く

り
、
こ
れ
を
表
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
だ

け
で
な
く
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
で

つ
く
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
知
恵
と
工
夫
と
団
結
で
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
も

の
を
撃
退
し
、
よ
り
良
い
育
成
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(
6
8
1
.

4
1
1
2
)
 

第
16
回
日
野
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
結
果
報
告

う
か
を
競
う
も
の
。

2
カ
月
に
及

ぶ
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
：
第

5
分
団

▽
準
優
勝
…
第

6
分
団

▽
第

3
位
…
第

8
分
団

（
安
全
防
災
課
）

t
 .. 
9

.

_

＿・

八
王
子
高
年
齢
者
就
業
相
談
所
か
ら

＠
高
齢
者
の
求
人
情
報
が

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

八
王
子
高
年
齢
者
就
業
相
談

所
で
は
、
お
お
む
ね
55歳
以
上

の
方
の
求
人
情
報
を
テ
ー
プ
で

お
知
ら
せ
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

発売期問 8月20（火）～9月6日（金

※この宝 くじの収益金は市町村の明るい住

みよい街づくりに使われます。

（財）東京都区市町村振興協会）

合
提
供
品
受
け
付
け
中

▽
提
供
希
望
品
11電
気
製
品
・

家
具
調
度
品
・
日
用
雑
貨
・
食

器
・
食
料
品
・
衣
料
品
（
新
品

▽
電
話
番
号
1
1
0
4
2
6
.
4
8

.
0
5
2
4
 

＠
再
就
職
準
備
講
座

▽
日
時
1
1
9月
10日
囮
午
後
1

時

30分
ー
4
時

▽
会
場
11東
京
都
国
分
寺
勤
労

福
祉
会
館

(
J
R
国
分
寺
駅
南

口
徒
歩

3
分）

バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

（視
覚
障
害
者
に
よ
る
パ
ン
ド
）

同
楔
の
も
の
）
な
ど

※
受
け
付
け
は

9
月
20日
画
ま

で
。
バ
ザ
ー
は
10月
10日
⑱
゜

▽
問
合
せ
先
11東
京
光
の
家
バ

ザ
ー
実
行
委
晨
会
(
6
8
1
.
2
3

4
0
/
F
A
X
8
1
.
9
5
6
8
)
 

▽
内
容

11講
演
…
こ
ん
な
働
き

方
、
あ
ん
な
働
き
方
、
見
つ
け
て

み
よ
う
あ
な
た
の
生
き
方
／
就

業
相
談
（
午
後
3
時
か
ら
）

▽
講
師
11亀
山
直
幸
氏
（
日
本

労
働
研
究
機
構
統
括
研
究
員
）

▽
定
員
IIlOO人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
11電
話
で
同
就
業
相

談
所

(
6
0
4
2
6
.
4
8
.
o

4
8
0
)

へ

—-ゲスト

司会

: —-ふo/: 9t-滋で雰梵一琺

高田敏江（女優）

佐々木信也（スポーツキ

ャスター）

[>日時＝ 9月22日（日）午後 2時

~4時3印}

[>会場＝市民会館大ホール

[>入場料＝2,000円 （福祉協力金）

[>問合せ先＝東京光の家(ff81・
2340) 

正

秋

バ

ン

ド

愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
京
都
で
は
、
外
国
人
留
学

生
（
高
校
生
）
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
受
入
期
間

11切
年

3
月
中
旬

か
ら
約

1
年
間

ホ
ス
ト
—
|
-

フ
ァ
ミ
リ
ー9募

集

外
国
人
留
学
生
の

▽
募
集
対
象
11都
内
在
住
の

2

人
以
上
の
家
族
で
、
留
学
生
の

生
活
費
（
主
と
し
て
食
費
）
を
負

担
で
き
る
家
庭

▽
留
学
生
出
身
地
11
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
、
パ
リ
市
、
ニ
ュ
ー
・
サ

ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

▽
募
集
期
限
1
1
9月
30日
回

▽
問
合
せ
先
11
東
京
国
際
交
流

財
団
国
際
交
流
課
留
学
事
業
係

(603.3211•7445) 



(7) t°‘ 
1996年（平成8年）8月15日

第901号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
合0120 042586（無料） （ 日曜日・ 祝日 ， 

年末年始を除く
: 00~17 : oo) 

▽
職
種
・
募
集
人
数
・
受
験
資
格

1
1
別
表
の
と
お
り

▽
提
出
書
類
1
1
①
所
定
の
試
験
申

込
書
（
市
役
所
4
階
職
員
課
、
七

生
・
多
摩
平
両
支
所
で
配
布
中
）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）

証
明
書
と
成
績
証
明
書
③
児
童

厚
生
員
は
資
格
取
得
（
見
込
み
）

証
明
書

叉
応
募
方
法
1
1
9月
3
日
図
ー

5

日
困
午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後
1

時
ー
4
時
に
市
役
所
5
階
504会
議

平成 9年度採用

H野市

職員募集

募集戦種及び受験資格

67年4月2日

大卒程度

高校卒を含む）

970年 4月2日

降生まれの方

1972年 4月2日

以降生まれの方

※外国籍の方も受験できます。

●大学卒•••学校教育法による大学

を卒業しているか、 1997年 3月31

日までに卒業見込みの方

●短大卒程度…学校教育法による

短期大学（高等専門学校を含む）、

高等学校及ぴ高等学校卒業を条件

とする 2年制以上の専門学校を卒

業しているか、 1997年 3月31日ま

でに卒業見込みの方

※技術職員については、土木課程

を履習のこと

小学校教諭免許、幼稚園教諭免許、

保母資格のいずれかを取得してい

るか、 1997年 3月31日までに取得

見込みの方

自
然
体
験
広
場
で

し
て
開
設
さ
れ
る
「
自
然
体
験
広

場
」
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
達
同
士
、

誘
い
合
わ
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
・
対
象
1
1
別
表
の

と
お
り

出
原
修
子

本だっ

新
し
く
入

▽
会
場
11自
然
体
験
広
場
（
仲
田

小
隣
）

▽
申
込
み
1
1
8月
22日
困
ま
で
に

電
話
で
、
生
涯
学
習
課

(
6内
線

533)
へ
※
映
画
会
は
申
し
込
み
不

要
、
直
接
会
場
へ

公

民

館

の

も

よ

お

し

＠
お
年
寄
り
の
知
恵
袋
②
栄
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
で
つ
く
ろ
う
タ
ー
協
力

え
ん
ぴ
っ
た
て
」
＠
青
年
対
象
事
業

▽
日
時
1
1
8月
30日
⑥
午
前
10時
「

演

劇

講

座

」

▽

対

象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

30分
ー

正

午

演

劇

を

基

礎

か

ら

楽

し

く

学

び

学

の

お

お

む

ね

18歳
＼
29歳
の
方

▽
指
導
1
1
山
内
ク
ニ
さ
ん
、
小
谷
ま
す
。
最
終
回
に
は
発
表
会
を
予

25人
（
先
着
順
）

野

富

美

さ

ん

ほ

か

定

。

講

師

は

、

市

内

の

プ

ロ

の

劇

▽

持

ち

物

11動
き
や
す
い
服
装
、

▽
定
員
1
1
小
学
生
以
上
25人
（

先

団

の

方

で

す

。

底

の

薄

い

運

動

靴

着
順
）
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
▽
日
時

1
1
9月
3
日
1
1
1月
5
日
以
上
▽
会
場
・
申
込
み
先
11中

日

程

表

▽

そ

の

他

11ひ
の
児
童
館
共
催
、
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
ー
9
時

央

公

民

館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
＇

-
▽
開
放
施
設
1
1
①
第
五
小
学
校
後
、
夜
間
③
学
校
休
業
日
…
の
市
内
団
体
※
政
治
・
宗
教
・
（

螂
…
音
楽
室
（
防
音
室
、
ピ
ア
ノ
午
前
、
午
後
、
夜
間
営
利
目
的
の
活
動
に
は
使
用
で
（

螂

あ
り
）
、
大
ホ
ー
ル
（
ピ
ア
ノ
あ
※
学
校
休
業
日
と
は
、
週
休
5

き

ま

せ

ん

（

螂

り

）

、

会

議

室

②

▽

使

用

方

法

1
1
"

地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に

一

南

平

小

学

校

…

市

役

所

5
階
生
（

涯
学
習
課
で
団

f

一

音

楽

室

（

ピ

ァ

五

小

、

南

平

小

の

教

室

を

解

放

-

ノ

あ

り

）

、

会

議

体

登

録

し

た

後

・

-

室

日

制

の

士

曜

日

、

日

曜

日

、

祝

申

し

込

む

一
▽
開
放
日
時

11①
月
曜
ー
金
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
で
す
。
▽
問
合
せ
先
11生
涯
学
習
課
6

血

0

日
…
夜
閻
②
土
曜
日
…
午
▽
使
用
対
象
11会
員
5
人
以
上
内
線

532

如

~
喜
・
o

．
憂
o

．喜
．
o

．．
 
h.
,

喜
・
9

＂
阜

0

．晏
•
O

．毒
．
o

．差

o

．喜
・
9

9

．ヽ
｀
争

9
9

ヽ
｀
争

9
'
声

0

．．
 
尋
ヽ

i-．
0
皇・

‘
,
．尋
ヽ`

着

ヽ

喜`・

ヽ`

着

ヽ

9
0
．壽
．
9`
；

'

‘

室

へ

本

人

が

持

参

▽

第

1
次
試
験
1
1
9月
22日
⑪

※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み
は
▽
問
合
せ
先
1
1
職
員
課
C
内
線
441

不
可
。

●
屋
僻
冑
宝
奎
＠
翁
錮
急
営

市
民
体
育
大
会
が
次
の
よ
う
に
線
543)
へ

開

か

れ

ま

す

。

＠

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

＠
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
日
時
1
1
9月
8
日
⑪
午
前
8
時

▽
日
時

1
1
9月
1
日
⑪
午
前
9
時

30分
か
ら

か

ら

▽

会

場

11南
平
体
育
館

▽
会
場

11南
平

体

育

館

▽

種

目

11中
学
生
以
上
女
子
、
混

▽
費
用
1
1
1チ
ー
ム
千

500円
合

（

常

時

女

子

が

2
人
以
上
コ
ー

▽
代
表
者
会
議
1
1
8月
28日
困
午
卜
に
い
る
こ
と
）

後
6

時
か
ら
南
平
体
育
館
会
議
室
▽
対
象11
市
内
在
住
・
在
勤
•
在

で

学

者

※

1
チ
ー
ム

4
1
7人

▽
申
込
み
1
1
8月
27日
ぬ
ま
で
に
▽
費
用

1
1
1人
500円

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
6内
▽
主
将
会
議
1
1
8月
23日
⑥
午
後

▽
楽
し
い
絞
り
染
め

中
日
新
聞
本
社

▽
昭
和
プ
ロ
野
球
背
香
号
変
遷
史

深
瀬
大
輔
編
創
栄
出
版

▽
円
が
基
軸
通
貨
に
な
る
日
岡

正
生
角
川
書
店

▽
マ
フ
ィ
ア
の
女
た
ち
リ
リ
ア

ー
ナ
・
マ
デ
オ
時
事
通
信
社

▽
安
楽
•
生
と
死
西
野
辰
吉

三
一
書
房

▽
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

ジ
ム
・
デ
コ
ー
ン
青
弓
社

▽
中
世
的
世
界
と
は
何
だ
ろ
う
か

網
野
善
彦
朝
日
新
聞
社

▽
歩
い
て
し
か
行
け
な
い
秘
湯

大
崎
紀
夫
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

▽
役
行
者
伝
の
謎
銭
谷
武
平

東
方
出
版

▽
辞
書
で
は
わ
か
ら
な
い
英
語
の

使
い
方
岩
垣
守
彦
ジ
ャ
パ

ン
タ
イ
ム
ズ

▽
女
の
耳
目
宮
崎
緑

聞
社

▽
億
単
位
の
男

社

半
村
良

集
英

読
売
新

▽
罪
深
い
姫
の
お
と
き
話

侑
子
角
川
書
店

▽
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
夜
モ
ン
ス
タ
ー

中
央
図
書
館
で
毎
月
第
4
土
曜
日
に

諭
編
し
廻
寧
磋
錮
輯
霞
萄

中
央
図
書
館
で
は
、
保
存
年
限
除
籍
済
み
の
本
（
児
童
図
書
を
除

を
過
ぎ
て
除
籍
し
た
本
を
無
料
配
く
）

布
し
ま
す
。
こ
の
秋
、
懐
か
し
い
本
▽
注
意
1
1
①
1
人
10冊
以
内
。
な

と
過
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
く
な
り
次
第
終
了
②
配
布
す
る

▽
日
時
1
1
8月
24日
山
午
前
10時
本
の
書
名
・
内
容
に
関
す
る
問
い

か
ら

＊

合
わ
せ
、
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

※
毎
月
第
4
士
曜
日
に
実
施
予
定
③
車
で
の
来
館
は
こ
遠
慮
を

▽
会
場

11中
央

図

書

館

▽

問

合

せ

先

11中
央
図
書
館

(
C

▽
内
容

11小
説
、
実
用
書
な
ど
の

8
1
.
7
3
5
4
)

松
本

の
森
斎
藤
墨
―
―

（
中
央
図
書
館

6
8
1
.
7
3
5
4
)
 

三
多
摩
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
で

は
、
親
子
、
お
年
寄
り
、
友
達
な
ど

の
明
る
い
ふ
れ
あ
い
の
情
景
を
撮

っ
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
規
定

11未
発
表
の
単
写
真

で
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
四
ツ
切
り

▽
応
募
方
法

1111月
1
日
画

（消

印
有
効
）
ま
で
に
、
作
品
裏
面
に
題

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
東
京
法
務
局
八
王
子
支

局
三
多
摩
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

「
ふ
れ
あ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

(〒
192八
王
子
市
元
本
郷
町
2
の

4
の
1
5
6
0
4
2
6
•
2
2
.
9
2
5

1
)
へ
郵
送
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を 作

品
募
集ふ

れ
あ
い
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

少
林
寺
拳
法
東
京
都
大
会
で

日
野
市
代
表
が

最
優
秀
賞
入
賞

7
月
14日
、
東
京
武
道
館
（
足

立
区
）
で
行
わ
れ
た
少
林
寺
拳
法

東
京
都
大
会
（
参
加
者
千
950人）

初
・
ニ
段
単
独
規
定
演
武
の
部
で
、

日
野
市
代
表
の
次
の
方
々
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

▽
最
優
秀
賞
：．．
 

誓
鼠

▽
敢
闘
賞

：
上
田
敏
一

ー

< 

町は 2経師科▽庭▽職出
村‘日験 はの資‘職具産東
•国以が除正格音種侯休―
東／

牙

ー公降あ く式 II 楽 II 補暇都
牙立 にり -任①等①者・教
都 学生 ‘と用は-教を育育
に校ま昭し教‘ 員募児庁
おかれ和 て員担②＾集休で
い 都 た 111,.......,_当事商し業は
て内方年年時す務業ま補‘
正区 4以問る ‘す助妊
規市②月上 講 教 家゜教娠

管 7考▽ 5▽▽▽生 2経の
理 8課 問日受選勤ま日験事
課 7＾合休）付考 iが務
ヘ-合せ 期 11 塁梵昭あ職
云 ／ 03先 間書所方和り員
24 多 •II II 類 II 48‘ と
・摩 5同 9と都 年 昭 し
7教 3庁 月面内 4和て
2育 2人 2談公月 115 
2事〇事日立 1年年
1務・部旧）学日 4以
-]所 6 選 i 校 に月上

白
水
社

妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休
業

補
助
教
職
員
候
補
者
を
募
集

7
時
か
ら
市
役
所
5
階
505会
議
室

で▽
申
込
み
1
1
主
将
会
議
で
費
用
を

添
え
て

＠
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

▽
日
時
1
1
9月
8
日
⑪
午
前
10時

30分
か
ら
※
雨
天
時
は
22日
⑪

▽
会
場

11市
民
陸
上
競
技
場

▽
種
目1
1

一
般5
0認
•
3
0屈、
初

心
者

▽
費
用
1
1

一
般

600円
、
初
心
者

300

円
※
当
日
会
場
で

▽
申
込
み

1
1
9月
6
日
⑮
ま
で
に

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
6内

綜
543)

へ

⑥
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

▽
日
時
1
1
9月
15日
⑪
午
前
9
時

か
ら

▽
会
場

11南
平
体
育
館

▽
種
目
11初
心
者
・
小
学
生
・
中

学
生
ダ
ブ
ル
ス
、
男
・
女
・
混
合

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ブ
ル
ス

▽
費
用
1
1
1ペ
ア

500円

▽
申
込
み

1
1
9月
6
日
⑤
ま
で
に

申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
南

平
体
育
館
に
あ
り
）
と
費
用
を
、

定
額
小
為
替
か
現
金
書
留
で
‘
-
―
―

沢
佳
紀
（
＿

T191落
川
184
の
4
)

へ

郵
送以

上
、
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
(
6
内
線

543)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
土
曜
・
日

曜
日
を
除
き
ま
す
。
他
の
競
技
は

随
時
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＇ 
- - . • - --•一●嶋~●鳴配● ``~`—• `~ 
日日回 5日③各： 9 5▽ 
をか-日本中 25①日
除ら

日日
：か 語国 人英 ・か 程

く毎手
全週芸

ら教語②会 23ら・

6土
毎授会英話日毎内

・週法話会初を週容
回曜 30土・初話級除土・
-/日 人 曜 40級中・＜曜定
： ^ ／ 日人・級 2全日員

i ナ 1110 ^ ／ 25 ・ク 10ヘ II
イ月月全 10人 20ラ回 1110
ス 9 5 5 月④人ス-月月

l 

i

実
践
女
子
大
学
・
短
期

-
大
学
が
開
催
し
ま
す

公
開
市
民
講
座

一

i‘, 

ミ
ド
ル
の
た
め
の
ト
ー
タ
ル
ヘ

ル
ス
講
座
•
3
0人

▽
時
間
1
1
午
後
1
時
30分
ー
3

時
30分

▽
会
場

11実
践
女
子
短
期
大
学

▽
費
用

1
1
1回
千
円
（
資
料
代
、

保
険
料
ほ
か
）

▽
申
込
み

1
1
9月
2
日
回
ー
10

日
因
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
講
座
名
を
記
入

し
、
実
践
女
子
短
期
大
学
業
務

課
「
実
用
講
座
係
」

(-T191神
明

1
の
13
の
1
6
8
4
.
5
0
0

0
)
へ
※
申
込
多
数
は
抽
選

9

,

i

9

,

9

 

焼き板
～板を焼き、絵の具で自由に書
いて｀表札・部屋の案内板など
を作る一

竹細工
～竹トンポ、一輪挿し（花瓶）
を作る～

小学生
各15人
（先着順）
＊申し込みを

子ども映画会「ピーターパン

の冒険」
～海賊が出た！夢と冒険の国
ネバーランド～

申し込み
不要、直
接会場へ
＊雨天実施

夏
の
期
間
、
子
ど
も
会
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
青
少
年
の
活
動
の
場
と

◄楽しい発声練習（前回）
- - -

， 闘と国塩 ぷを

, 平口9^1 紺画→し ② 形劇人 子取もをど不登咬 す ジ

I 23• 歌一と ヤ-, ン I 
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《
1996年（平成8年）8月15日

第901号 て’‘ (8) 

市役所
代表電話 霊85-1111

市
立
総
合

王
平
成
9
年
度
採
用

病
院
職
員

▽
職
種

11看
護
婦
、
診
療
放
射
線

技
師
、
理
学
療
法
士
▽
募
集
人
数

11各
若
干
人
▽
受
験
資
格

11昭
和

47年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
各

資
格
を
取
得
（
市
の
詣
定
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
）
の
方
▽
提
出
書

類
11①
所
定
の
試
験
申
込
書

(
9

月
9
日
か
ら
市
役
所

4
階
職
員

課
、
市
立
総
合
病
院
で
配
布
）
②

最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書
と
成
績
証
明
書
③
各
資
格

証
明
書
（
写
し
）
※
取
得
見
込
み
の

方
は
除
く
▽
応
募
方
法

1
1
9月
9

日
ー
30日
午
前
9
時
i
午
後

5
時

に
市
立
総
合
病
院
(
〒
191多
摩
平

6
の
1
の
1
)
へ
持
参
か
郵
送
▽

試
験
日

1110月
14日
▽
問
合
せ
先

11市
立
総
合
病
院

(
6
8
1
.
2
6

7
7
)
 

■多
摩
南
部
地
域
病
院
・
看
護
婦

゜ヽ
ー
Lr

▽
応
募
資
格

11看
護
婦
資
格
を
持

っ40歳
ま
で
の
方
▽
勤
務
日
数

11

月
20日
以
内
（
夜
勤
月
2
i
3回）

※
夜
勤
専
従
も
可
▽
待
遇

11有
給

休
暇
・
社
会
保
険
・

賞
与
・
寮
あ

り
▽
問
合
せ
先

11同
病
院
看
護
科

(C0423•38.5111) 
■平
成
9
年
度
採
用
東
京
都
十

＿
市
競
輪
事
業
組
合
職
員

▽
職
種

11
一
般
事
務
▽
募
集
人
数

11若
干
人
▽
受
験
資
格
IICD昭
和

46
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
卒
業
（
見
込
み
）
の
方
②
昭
和

49年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
短

大
卒
業
（
見
込
み
）
の
方
③
昭
和

51年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
高

校
卒
業
（
見
込
み
）
の
方
※
い
ず
れ

も
卒
業
見
込
み
は
平
成
9
年
3
月

唖
平
成

9
年
度
採
用
日
野
市
職

員
採
用
試
験
は

7
面
に
掲
載 ぼしゅう

凡ごあMし＼

31日
ま
で
▽
応
募
方
法

1
1
8月
29

日
＼

9
月
2
日
に
所
定
の
申
込
書

(
8月
30日
ま
で
同
組
合
で
配
布

中
）
を
同
組
合
（
調
布
市
多
摩
川

4
の
31の
1
京
王
閣
競
輪
場
内
）

へ
持
参
※
配
布
・
受
け
付
け
は
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
▽
問
合
せ
先

11同
組
合

(
C
o
4
2
4
.
8
9
.

1
3
1
1
)
 

■日
野
第
二
保
育
園
・
産
休
代
替

看
護
婦

▽
勤
務
日
時

1
1
9月
上
旬

1
1
2月

28日
午
前

8
時
30分
ー
午
後
4
時

30分
※
詳
細
は
面
談
▽
問
合
せ
先

11同
保
育
園

(
6
8
1
.
3
7
8
8
)

■小
品
盆
栽
・
水
石
講
習
会

▽
日
時

1
1
8月
17日
午
後

7
時
ー

9
時
▽
会
場

11中
央
公
民
館
▽
内

容
11小
品
盆
栽
と
水
石
の
手
入
れ

※
教
材
は
持
参
を
▽
費
用

11500円

▽
問
合
せ
先

11日
野
盆
栽
水
石
連

盟
（
山
口

6
8
1
.
6
1
7
4
)

■七
生
福
祉
園
「
夏
ま
つ
り
」

▽
日
程

1
1
8月
22日
▽
時
間
・
内

容
11午
後
2
時
ー
4
時
…
プ
ー
ル

開
放
／
5
時
1
7時
30分
…
模
擬

店
、
バ
ン
ド
ほ
か
※
受
け
付
け
で

無
料
店
利
用
券
を
配
布
。
一
般
の

方
歓
迎
▽
会
場
・
問
合
せ
先

11同

園

(
6
9
1
.
0
0
4
9
)

■日
野
市
商
工
会
婦
人
部

「
盆
踊
り
大
会
」

▽
日
時

1
1
8月
24日
・

25日
午
後

6
時
1
9時
※
小
雨
実
施
▽
会
場

11日
野
中
央
公
園
▽
内
容

11模
擬

店
多
数
、
両
日
共
先
着
200人
に
抽

選
く
じ
配
布
▽
問
合
せ
先
11同
商

工
会

(
6
8
1
.
3
6
6
6
)

■市
民
参
加
条
例
（
案
）
の
第
2

回
検
討
会

▽
日
時

1
1
8月
25日
午
後
1
時
i

4
時
▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
※
ど
な
た
で
も
▽
問
合
せ
先

11市
民
参
加
条
例
制
定
を
め
ざ
す

市
民
運
動
準
備
会

(
6
8
7
.
0
9

3
8
)
 

■茶
・
華
道
一
日
入
門

▽
日
時

1
1
8月
29日
午
後

1
時
ー

4
時
▽
会
場

11女
性
セ
ン
タ
ー
▽

内
容

11薄
茶
点
前
、
時
季
の
花
材

で
盛
り
花
ほ
か
▽
費
用
11茶
道
千

円
、
華
道
千
300円
▽
持
ち
物
（
華

道）

11は
さ
み
、
花
包
み
、
筆
記
用

具
▽
申
込
み
先

11な
こ
み
会
（
横

須
賀

C
8
4
.
5
5
0
4
)

■サ
ッ
キ
無
料
講
習
会

▽
日
時

1
1
9月
1
日
午
後

1
時
30

分
ー
5
時
▽
会
場

11中
央
公
民
館

▽
内
容
11秋
の
手
入
れ
と
サ
ッ
キ

診
断
※
教
材
は
持
参
を
▽
問
合
せ

先
11日
野
サ
ッ
キ
愛
好
会
（
岩
沢

6
8
3
.
3
9
8
1
)
 

■パ
ソ
コ
ン
と
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

▽
日
時
・
会
場

1
1
9月
5
日
と
6

日
①
午
前

10時
ー
正
午
②
午
後

2

時
1
4時
③
午
後

7
時
1
9時
…

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
7
日
と

8
日
CD午
前

10時
I
I
E午
②
午
後

2

時
1
4

時
…
勤
労
•
青
年
会
館

▽
費
用

1
1
2千
500円
※
初
心
者
、

中
高
年
者
の
方
歓
迎
▽
申
込
み
先

11ワ
ー
プ
ロ
同
好
会
（
村
上
6
8
4

.
1
3
8
1
)
 

■身
体
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
宿
泊
交
流
会

▽
日
時

1
1
9月
8
日
午
後

1
時
ー

9
日
午
前

11時
30分
※
集
合
は
多

摩
更
生
園
▽
会
場

11タ
や
け
小
や

け
文
化
農
園
お
お
る
り
の
家
▽
定

貝
．
費
用

11障
害
者
30人

(
1人

7
千
500円
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
40人

(
1人
500円
）
▽
申
込
み
先

11多
摩

更
生
園

(
6
9
1
.
6
8
8
5
)

■至
誠
ホ
ー
ム
の
バ
ザ
ー
に
物
品

捷
供
を

▽
10月
10日
の
バ
ザ
ー
に
新
品
衣

類
、
雑
貨
類
、
石
け
ん
な
ど
を
。
取

り
に
伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先

11同

遜
もよおし

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
土
曜
の
夜
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
ロ

ず
さ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
▽
日
時

11

9

月
i
1
2月
の
第1
•

第
3

土
曜

日
午
後

7
時
ー

9
時
▽
費
用
II
l

万
6
千
200円
▼
カ
ヌ
ー
リ
バ
ー
ツ

ア
—
長
瀞▽
日
程1
1
9

月
7

日
＼

8
日
▽
対
象

11セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ

ー
可
能
な
方
▽
費
用

1
1
2万
円
▼

ぉ
ゃ
こ
の
ひ
ろ
ば
「
パ
ッ
ク
」
▽
日

程
1
1
9月
19日
1
1
1月
28日
の
隔

週
木
曜
日
▽
対
象

1
1
1歳
1
2歳

未
満
児
と
親
▽
費
用
1
1
1万
SOO円

▼
韓
国
伝
統
生
活
文
化
を
楽
し
む

旅
▽
日
程

1110月
7
日
i
1
0日
▽

行
き
先
11釜
山
、
慶
州
、
ソ
ウ
ル
ほ

か
▽
費
用

11
15万
5
千
円
※

8
月

30日
ま
で
に
申
し
込
み
を
▼

1
歳

半
1
3歳
児
親
子
体
操
▽
ク
ラ
ス

・
対
象
・
日
時

11①
ら
い
お
ん

(
1

歳
半

1
2歳
児
と
親
）
…
毎
週
木

曜
日
午
前
9
時
30分
ー
10時
20分

②
く
ま

(
3歳
児
と
親
）・
・
・
毎
週
木

曜
日
午
前

10時
40分
ー

11時
30分

▽
会
場

11東
部
会
館
ほ
か
▽
費
用

11月
5
千
SOo円
▼
ハ
ン
グ
ル
講
座

▼
中
国
語
講
座
▼
％
ふ
れ
あ
い
絵

手
紙
展
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3
6
)

■秋
葉
幹
夫
写
真
展
「
斜
光
展
示

室
」
・
「

N
e
x
t
」

▽
日
時

1
1
8月
16日
ー
1
8
日
午
前

10時
30分
ー
午
後

4
時
※

16日
は

午
前

11時
か
ら
、
1
8
日
は
午
後
5

時
ま
で
▽
会
場

11市
民
会
館
展
示

●
ば
ら
の
会
「
油
水
彩
展
」

▽
日
時

1
1
8月
20日
ー
25日
午
前

11時
ー
午
後
5
時
※
25日
は
午
後

3
時
ま
で
▽
会
場
11と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11内
藤

(
C
8
4
.
1
3
5
5
)
 

■介
護
保
険
学
習
会

▽
日
時

1
1
8月
24日
午
後

1
時
30

分
ー
3
時
30分
▽
会
場

11女
性
セ

ン
タ
ー
※
保
育
あ
り
▽
問
合
せ
先

11日
本
婦
人
会
議
日
野
支
部
（
一

ノ
瀬

6
8
1
.
6
5
6
6
)

■日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
「
21世
紀
へ
の
視
角
」

▽
日
時

1
1
8月
25日
午
前

10時
30

分
ー
正
午
▽
会
場

11八
王
子
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
費
用
11千

円
▽
問
合
せ
先

II⑪
倫
理
研
究
所

（林

6
8
5
.
7
8
4
7
)

●
学
習
会
「
裁
か
れ
な
か
っ
た
人

々
①

1
7
3
1部
隊

i
」

▽
日
時

11
8
月
25日
午
後

1
時
30

分
1
4時
▽
会
場

11中
央
公
民
館

▽
費
用
11
300円
▽
問
合
せ
先

11日

野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松

尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)

■う
ち
な
ん
ち
ゅ
の
怒
り
と
共
に

三
多
摩
市
民
の
会
か
ら

マ
「
流
血
の
砂
川
」
上
映
会
▽
日
時

11
8
月
25日
午
後

1
時
50分
か
ら

と
3
時
20分
か
ら
▽
会
場
11立
川

勤
労
福
祉
会
館

(
J
R
立
川
駅
徒

歩

12分
）
▽
費
用

11500円
▽
閑
合

せ
先

11古
荘

(
6
9
2
.
3
8
0
6
)

▼
基
地
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
（
自
衛
隊

立
川
基
地
ー
米
軍
横
田
基
地
）
▽

日
時

1
1
9月
7
日
午
前

10時
ー
午

ホ
ー
ム
（
栗
原
6
2
7
.
0
0
3
1
)

室
▽
問
合
せ
先
n
秋
葉

(693

2
4
8
7
)
 

後
4
時
※
J
R
立
川
駅
北
口
階
段

に
集
合
▽
定
員
1150人
▽
費
用
11

16歳
以
上
千
500円
、
小
・
中
学
生

千
円
▽
申
込
み

1
1
8月
25日
ま
で

に
三
浦

(
6
8
2
.
2
4
0
7
)

へ

■し
ゅ
ん
こ
う
の
和
紙
ち
き
り
絵

（
か
し
の
木
学
級
O
B
)
展

▽
日
時

11
8
月
27日
ー

9
月
1
日

午
前

11時
ー
午
後
5
時
▽
会
場

11

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合

せ
先

11後
藤

(C
8
4
.
8
6
3
3
)

■親
子
で
人
形
劇
を
見
ま
せ
ん
か

▽
日
時

1
1
8月
30日
午
前

10時
＼

10時
50分
▽
会
場

11生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11劇
団
・
貝
の

火
「
ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
」
▽
費
用

11500円
▽
問
合
せ
先

11平
野

(
6

8
6
.
2
6
1
7
)
 

■沖
縄
の
唄
と
講
演

▽
日
時

1
1
8月
31日
午
後

1
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
内
容

11八
重
山
の
島
唄
と

講
演
「
沖
縄
の
今
を
か
た
る
ー
基

地
は
ど
こ
に
も
い
ら
な
い
ー
」

▽

費
用

11300円
▽
問
合
せ
先

11核
を

考
え
る
日
野
市
民
の
集
い
実
行
委

景
会
（
ト
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
労
働
組

合

6
8
4
.
9
8
8
0
)

■「
防
災
と
水
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時

1
1
9月
1
日
午
後

1
時
30

分
1
4時
30分
▽
会
場

11勤
労
・

青
年
会
館
▽
内
容

11災
害
時
に
お

け
る
身
近
な
水
の
役
割
ー
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
学
ぶ
こ
と
▽
問

合
せ
先

11日
野
市
職
員
組
合
自
治

研
部

(
6
8
4
.
2
7
8
4
)

■浅
草
日
帰
り
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

▽
日
時

1
1
9月
29日
午
前
7
時
50

分
ー
午
後
6
時
（
予
定
）
※
市
役

唖
中
学
校
体
育
施
設
開
放
9
月
分

利
用
抽
選
会

▽
日
時

1
1
8月
20日
①
体
育
館
…

午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）

．．．
 
6
時
▽
会
場

11市
役
所

5
階
505会
議
室
▽
資
格

11各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時

1
1
9月
5
日、

10月
3
日

午
前
9
時
ー
午
後

5
時
▽
会
場

11

旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
費
用
11各
JoO
円
（
コ
ー
ト
代
、
保

険
料
）
▽
申
込
み

11当
日
会
場
で

▽
問
合
せ
先

11花
岡

(6
8
4
.
l

1
2
6夜
問
）

■ス
ポ
ー
ツ
整
体
教
室

▽
日
時

11
9
月
5
日
・

12日
・

19

日、

10月
3
日
・

17日
・

24日
午

後
7
時
i
8時
30分
▽
会
場

11南

平
体
育
館
▽
対
象
1
1
1
8
歳
以
上
の

方
先
着
30人
▽
費
用

11
2
千
SoO円

（
保
険
料
別
）
▽
申
込
み

1
1
8月
17

日
i
2
9日
に
吉
見

(
6
9
2
.
3
1

3
0午
後
7
時
以
降
）
へ

④
母
と
子
の
体
操
教
室

▽
日
時

11
9
月
5
日
1
1
0月
3
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前

10時
ー

11時

30分
▽
会
場
1
1
南
平
体
育
館
▽
対

象
1
1
3歳
ー

4
歳
の
未
就
園
児
と

母
親

35
組
▽
費
用

1
1
1人
100
円

（
保
険
料
）
▽
申
込
み

1
1
8月
22日

坦
市
民
体
育
大
会
は
7
面
に
掲
載

ツ

食
企

所
前
に
集
合
▽
内
容

11
浅
草
観

音
、
江
戸
東
京
博
物
館
を
見
学
▽

対
象
11市
内
在
住
の
外
国
人
先
着

30人
▽
費
用

1
1
2千
円
▽
申
込
み

先
1
1
日
野
市
国
際
交
流
協
会

(
6

8
6
.
9
5
1
1
)
 

市
民
税
．
都
民
税
（
第
巳
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第

3
期）

■社
交
ダ
ン
ス
「
ウ
エ
ン
デ
ィ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
＼
9
時

密
〖

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
母
と
子
の
氏
名
・
年
齢
・

性
別
、
電
話
番
号
、
「
母
と
子
の
体

操
教
室
」
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育

委
属
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒
191

神
明

1
の
12
の
1
6内
練

543)

へ

※
申
込
多
数
は
抽
選

④
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

▽
日
時

11
9
月
14日・
15日・
16日

午
後
2
時
1
4時
▽
会
場
1
1
市
民

プ
ー
ル
▽
対
象

11小
2
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
40人
▽
費

用
1
1
千
100円
（
カ
ヌ
ー
借
用
料
ほ

か
）
▽
申
込
み

1
1
8月
26
日

（必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
」
を
記
入
し
、

日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

(-T191神
明

1
の
12
の
1
6

内
線
543)
へ
※
申
込
多
数
は
抽
選

■勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
硬
式
テ
ニ
ス
▽
日
時

1
1
9月
16

日
午
前

8
時
か
ら
※
予
備
日
9
月

29日
▽
会
場
1
1
多
摩
平
第
一
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
定
貝
11先
着
男

子
32チ
ー
ム
、
女
子

16チ
ー
ム
▽

費
用
1
1
1チ
ー
ム
千
円
▽
甲
込
み

先

11日
野
市
職
員
組
合

(684.

2
7
8
4
)
▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▽

日
時

1
1
9月
16日
午
前

8
時
30分

か
ら
▽
会
場
11
東
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
定
貴
11先
着
16チ
ー
ム
※
ー
チ

ー
ム
15人
以
内
で
女
性
か
40歳
以

上
の
男
性
が
常
時
2
人
以
上
出
場

の
こ
と
▽
費
用
1
1
1チ
ー
ム

3
千

円
▽
申
込
み
先
1
1
東
芝
労
働
組
合

日
野
支
部

(
6
8
5
.
3
6
4
4
)

に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で
▽
対

象
11中
級
以
上
の
方
▽
費
用

11入

会
金
2
千
円
、
月

3
千
円
※
プ
ロ

が
指
導
▽
問
合
せ
先

11
大
久
保

(
6
8
3
.
2
7
4
8
)
 

■大
正
琴
「
琴
夢
会
」

▽
毎月
第1
•

第
3

土
曜
日
午
前

9
時
30分
1
1
1時
30分
に
南
百
草

地
区
セ
ン
タ
ー
、
第2•

第
4

木

曜
日
午
前

10時
＼
正
午
に
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
1
1
月

3
千
円
▽
問
合
せ
先

11古
川

(
C

8
3
.
6
6
0
4
)
 

■社
交
ダ
ン
ス
「
か
し
の
木

O
B

ス
テ
ッ
プ
ー
」

▽
毎
月
第1
•

第
2
•

第
3

月
曜

日
午
後
1
時
1
3時
に
多
摩
中
央

信
用
金
庫
日
野
支
店
で
▽
対
象

II

65歳
以
上
の
方
※
初
心
者
歓
迎
▽

費
用
1
1
入
会
金
千
円
、
月

3
千
円

▽
問
合
せ
先

11水
上

(
6
9
1
.
o

3
5
3
)
 

■ヨ
ー
ガ
教
室

▽
毎
週
金
曜
日
午
前

10時
1
1
1時

3
0分
に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で

▽
費
用

11月
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11宮
村

(
6
8
3
.
2
2
5
8夜
間
）

■相
続
・
遺
言
な
ど
民
事
の
法
律

の
学
習
「
み
の
り
会
」

▽
毎
月
第

2
木
曜
日
午
前

10時
i

正
午
に
三
沢
西
地
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
▽
費
用
1
1
月
2
千
円
※
講
師

は
弁
護
士
▽
問
合
せ
先

11
坂
田

(
6
9
2
.
4
3
5
5夜
間
※

8
月

20日
以
降
）

■童
謡
の
会
「
こ
ま
く
さ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
40分
ー

11時
に
濃
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
費
用

11月
千

500円
※
中
高
年

の
方
歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
松
本

(
6
9
4
.
6
9
9
7
)
 


